


　このハンドブックは、静岡市内のペアレントメンター(※)

が意見を出しあって作りました。
（個性的なお子さんを持つ）先輩お母さんたちの子育て経
験の中で、知りたかった情報、困ったときの相談先、子ど
もの成長に応じた教育、福祉、医療などの地域情報をまと
めています。メンターによるリアルな体験談や、ちょっと
した本音も入れました。
　今、お子さんの発達に不安を抱え、対応に悩まれ、つら
さや孤独感を感じている皆さんに、ひとりではなく仲間や
支援者がいることを知っていただけたらと思います。この
ハンドブックが、皆さんが前を向くことへの手助けとなれ
たら、嬉しいです。なお、体験談についてはペアレントメ
ンタ―や当事者からのエピソードですが、個人が特定でき
ないよう一部改変してあることをご了承ください。あくま
でも個人の経験をもとにして作成しております。すべての
方に当てはまるわけではありませんので、お困りの際は関
係機関等にご相談ください。

※ペアレント・メンターとは、
自らも発達障害のある子育てを経験し、かつ相談支援に関する一定のト
レーニングを受けた親を指します。メンターは、同じような発達障害の
ある子どもをもつ親に対して、共感的なサポートを行い、地域資源につ
いての情報を提供することができます。高い共感性に基づくメンターに
よる支援は、専門家による支援とは違った効果があることが指摘され、
厚生労働省においても有効な家族支援システムとして推奨されています。

※ペアレント・メンターとは、
自らも発達障害のある子育てを経験し、かつ相談支援に関する一定のト
レーニングを受けた親を指します。メンターは、同じような発達障害の
ある子どもをもつ親に対して、共感的なサポートを行い、地域資源につ
いての情報を提供することができます。高い共感性に基づくメンターに
よる支援は、専門家による支援とは違った効果があることが指摘され、
厚生労働省においても有効な家族支援システムとして推奨されています。
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障害をオープンにせず

就職したい

共通テスト受験に際して配慮を希望したい

大学等で配慮を希望したい（入試・入学後）

障害をオープンにして

就職したい

どんな求人があるのか
知りたい

就職についての課題整

理をしたり、進め方に

ついて相談したい

就職に必要なスキルを

身に着けたい

手厚い支援を受けながら、

働く経験を積みたい

大
学
等
教
育

機
関

就
労
支
援
機
関

こんな時は？ 問い合わせ先（各ページを参照してください）

　こんな時どうする？
早見表（教育・就労について）

入試（P.8）、入学後（P.10）

大学入試センター（P.8）

しずおかジョブステーション（P.21）、サポステ（P.22）、

ハローワークの一般窓口（P.23）

静岡障害者職業センター（P.25）

ハローワークの障害者専門窓口（P.24）

就労移行支援事業所（P.26）

就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所（P.28）
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　文部科学省「障害のある学生の修学支援に関する検討会報告」において、合理

的配慮の「大学等における基本的な考え方」　が以下のように述べられています。

「障害のある学生が、他の者と平等に「教育を受ける権利」を享有・行

使することを確保するために、大学等が行う必要かつ適当な変更・調整

で、大学等において教育を受ける場合に個別に必要とされるものであり、

かつ、大学等に対して、体制面、財政面において、均衡を失した又は過

度の負担（以下、過重な負担）を課さないもの」（文部科学省 HP：「障

害のある学生の修学支援に関する検討会報告」より引用）

　また、独立行政法人日本学生支援機構の「障害学生に関する紛争の防止・解決

等事例集」（令和 5年 6月 21 日最終更新）では以下のように書かれています。

「平成 28 年 4 月に施行された障害者差別解消法及び令和 3 年 6 月に

公布された改正障害者差別解消法（注）によって、国公立、私立を

問わず、すべての大学等において、不当な差別的取扱いの禁止及び

合理的配慮の不提供の禁止が法的義務とされることになりました。」 

（注）改正障害者差別解消法は令和 6年 4月施行

　つまり、令和６年４月より私立学校も含めたすべての事業者に合理的配慮が義

務付けられます。基本的には「障害を持っているという証明ができること（診断

がついていたり手帳を持っていたりすること）」が必要になり、本人が配慮申請

を行うことが求められます。「入試や学校内で合理的配慮を受けさせたい」と考

える保護者の方は、まず本人に「特性の説明」「診断名がついていて、それをオー

プンにすると配慮を受けられること」を伝え、配慮を受けたいかどうかの意思確

認が必要です。保護者から伝えるのが難しいと感じる場合は、主治医から伝えて

もらうのも良いでしょう。

　一例として、「大学入学共通テスト」「大学等在学中」での合理的配慮を次ペー

ジ以降に紹介します。進路選択や生活面のエピソードは P.12 以降に掲載して

いますのでご覧ください。

第１章
大学等での
発達障害支援

１８歳以降の支援に必要なもの「合理的配慮について」

　本ハンドブックは、「育てにくさを感じたら　にじいろ子育てハンドブック　

０～１８歳の支援」の続編として作成されました。０～１８歳の支援では「子ど

ものころに診断を受けた場合、保護者はどう動くと良いか」という話がほとんど

でしたが、本ハンドブックでは「本人はこう動いた」というお話が多く出てきます。

　例えば、日本では進学や就職の際、支援を必要とされる方に対してさまざまな

合理的配慮（※）が行われています。これまで、障害を持つ方が未成年の場合は、

周囲とのやりとりを保護者が中心となり行ってきたことでしょう。しかしご本人

が成人になると、合理的配慮は基本的に「本人から配慮申請を行うもの」とされ

ます。この点は１８歳以前の支援のあり方と大きく異なる点と言えます。さらに、

合理的配慮を求める上で「それまでの支援歴」や「手帳の有無」「診断書の提出」「医

師の意見書」などを求められることもあり、発達障害をもつ本人にとっては申請

すらハードルが高く、あきらめてしまうことも多いと聞きます。そんな時は、ま

ず本人が所属する学校・職場などに連絡し、相談をすることが支援への大きな一

歩となります。

　第１章では大学等においての合理的配慮、第２章では働きたい時（仕事探し・

訓練等を含む）に受けられるサービス等について説明していますので、詳しくは

各章をご覧ください。

　また、この冊子を手に取る方は保護者・支援者の方が多いかと思いますが、障

害を持つ当事者の方のインタビューも掲載しております。第３章では発達障害の

方が利用できる社会福祉制度についてもご紹介しております。当事者の方のご希

望があればぜひ一緒にお読みいただき、今後の支援についてご本人と一緒に考え

ていただけると幸いです。

※合理的配慮とは・・・

障害者が他の者との平等を基礎として全ての人権及び基本的自由を享有し、又は行使する

ことを確保するための必要かつ適当な変更及び調整であって、特定の場合において必要と

されるものであり、かつ、均衡を失した又は過度の負担を課さないものをいう。

（「障害者の権利に関する条約（略称：障害者権利条約）」「第二条　定義」）
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01 大学等入試時の配慮

大学入学共通テストについて

（独立行政法人　大学入試センター HP「受験上の配慮案内」参照）

　受験に際しての配慮申請の時期は例年、出願前であれば８月～９月下旬、出願

と同じタイミングであれば、９月下旬から１０月上旬になります。

　申請には、医師による診断書や希望する配慮事項によっては状況報告書が求め

られます。これまでの取り組み（高校等での個別の教育支援計画・個別の指導計

画の写しなど）が必要な場合もありますので、申請に何が必要か、確認しながら

進めることが大切になります。大学入試センターでは、申請に基づき審査の上、

配慮事項を決定します。なお、志願者問合せ専用電話で事前相談を随時受け付け

ています。

大学入学共通テストにおける主な受験上の配慮事項

〈すべての科目において配慮する事項の例〉　

令和６年度入試の場合

•	試験時間を 1.3 倍に延長

•	チェック解答（※）実施

•	拡大文字問題冊子 ( 文字の大きさが 1.4 倍もしくは 2.2 倍の大きさ ) の

配付

•	監督官が読み上げる注意事項等を文書を用いて伝達する

•	別室の設定

•	試験室入り口まで付き添い者が同伴することを許可する

※	 チェック解答とは、一般の解答用紙（マークシート）にマークすることが困難とされ

る人を対象にした、選択肢の数字などが書かれた解答用紙にチェックをする解答方法

です。

〈リスニングにおいて配慮する事項の例〉

•	試験時間を 1.3 倍に延長（連続方式）

•	試験時間を 1.3 倍に延長（音止め方式）

　大学入学共通テストだけでなく、推薦入試や国公立大学の二次試験、私立大学、

短期大学や専門学校等の試験でも、同じような合理的配慮が行われております。

事前に申請すると配慮が得られる場合もありますが、時期や内容によっては配慮

が難しい場合もあります。また、大学入学共通テストの配慮申請を行っただけで

は、国公立大学の入試での配慮申請をしたことにはなりませんので注意してくだ

さい。配慮の具体的な内容・申請方法・申請時期などは、各学校によって異なり

ます。オープンキャンパスや学校見学会を通じて、各学校の取り組みや授業の実

際面を確認し、志望校を決める段階で、候補となる学校にあらかじめ相談・確認

を取ると良いでしょう。

　推薦入試に出願の際、合理的配慮を申請しました。面接の際、

質問を紙に印刷してもらい、それを見ながら質問を読み上げて

もらいました。（本人より）

　入試で合理的配慮を得るには、「その前に 1 年程度、学校で

の配慮実績が必要」と学校で聞きました。サポート校だったの

で個別対応をかなりやってもらっていましたが、聴覚過敏があ

るため大勢いる試験会場でどうなるか不安でした。学校でやっ

てもらっていた個別支援やイヤーマフ着用などの工夫を文書で

まとめてもらい、イヤーマフ着用での受験が認められました。

入試で配慮を考えているなら早めに準備が必要です（家族の話

を一部改変）
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02 大学等入学後の配慮

高校と大学等との学び方の違い

時間割 授業時間 人数 授業進行 評価方法

高校 決められてい

る

50 分～

60 分

30 人前後 教科書

中心

テスト・出席日数

大学等 自身で選択・

登録すること

が多い

90 分

程度

数人～

100 人

程度

講義中心（実習

等が必須の場合

もあり）

テスト・レポート・

出席日数

困ること 履修登録が出

来ない・漏れ

がある

集中が

続かない

人数が多く

て集中でき

ない

授業によって進

み方が異なり、

混乱しやすい

時間内・期日内に

レポートが書けな

い・休みがちになる

学内での配慮事項について

履修登録の仕方の理解に関する困難さについて

（独立行政法人　日本学生支援機構「履修登録の仕方の理解に関する困難」

HP 参照）

　入学後に発達障害のある学生が最初につまずく可能性の高い場面として、授業

の履修登録が挙げられます。大学では自分が履修する授業を自ら決定して登録し

ていかなければなりませんが、その際には必修科目、選択科目、選択必修科目別

に単位数の上限を考えながら受講する授業を選択していくという作業を行う必要

があります。

　発達障害のある学生の中には、こうした規則を上手く理解できないまま履修登

録を行ってしまい、後になって必修単位の不足などの問題が生じたり、空き時間

を作らずに授業時間割を詰めてしまい、授業参加が大変になるなど、スケジュー

ル管理が難しい等の問題が生じる場合があります。

　また、自分が抱える困難さや苦手さを克服しようとして、あえて自分の苦手と

する内容の授業を選ぼうとする場合もあり、こうした授業選択をした学生の多く

は、授業開始後に極めて高いストレスにさらされ、授業に出席できずに単位を落

としてしまうだけでなく、他の授業にも悪影響が出てしまう可能性があります。

支援例：

•	 履修の登録に対する相談や補助

•	 講義内容の録音許可

•	 授業内容を PDF ファイルで送付

•	 本人の状況に応じて試験時間・レポート提出日を延長する　等

申請にあたって気をつけておきたい事

　入学時に提出する書類の中に、障害等配慮事項を記入する欄があれば記入して

おくと、入学後スムーズに配慮が受けやすくなるでしょう。医師の診断書や知能

検査の結果などの書類が必要になる場合もあります。

　学校により窓口となる支援機関の名称は異なりますので、詳細については各大

学に問い合わせしてください。

　学内での配慮については、本人からの申請後、教員と連携して（学内で会議が

開かれるなど、一定の手続きが行われた後）支援内容を決定し実施されます。

学校内での相談先

※名称は各学校によって異なります

■障害学生支援室、学務課など：

障害のある学生に対して支援を行います。

•	履修に関しての相談、学修上の配慮申請など受付

•	学部学科や授業担当教員、関係部署との連携等を行っています。

■学生相談室：

障害の有無にかかわらず、学生生活全般の悩みごとに関して相談を受け付け

ます。資格を持ったカウンセラー、教員等が対応します。

■保健管理センター：

障害の有無にかかわらず、学生の健康に関する支援を行います。

「保健室のような場所」と考えるとイメージしやすいです。学校によっては

保健師・看護師が常駐していたり、嘱託医が時々診察してくれるところもあ

ります。
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学校生活編

　特に配慮をお願いせずに、専門学校に入学しました。コミュ

ニケーションが苦手なことなどを自己紹介で言ったところ、話

しかけやすい友人の紹介などの配慮をしてくれました。困って

いることがないかなど、担任からよく声をかけられたそうです。

（家族）

　「聞き取るのが苦手なので履修の説明は一番前で聞きたい」

と事前に配慮をお願いしていたのに、当日は他の学生が占領し

てしまって後ろの方でしか聞けなかった。具合も悪くなったの

で保健管理センターの先生に話したらその後個別で履修相談が

できるように配慮してくれた。（本人の話を改変）

　いろいろな手続きを本人名義ですることが多く、特に、奨学

金の手続きには苦労しました。何度も事務室に行き、不備の

チェックなど手続きに時間がかかったので、２年目からは早め

の声掛けや、職員の方に時間を作っていただいたり等、お願い

しました。（家族）

　県外の大学に進学しました。転居にあたり、これまでお世話

になってきた主治医からは自立支援医療と手帳の取得、進学先

での転院を勧められました。全く不案内な土地ではありました

が、合格後つながることができた大学の保健センターの障がい

学生支援担当のカウンセラーさんからご紹介していただいた

り、自分たちで Web で探すなどして無事転院することができま

した。

　大学独自の医療費助成制度を利用できることから自立医療支

援 (48 ページ参照 ) は見合わせており、手帳の取得について

は検討中です。

　親子で不安に思っていた履修登録も大学の学生さんによる履

修相談会やカウンセラーさんにご相談しながら無事手続きでき

ました。カウンセラーさんに定期的にご相談にのっていただき

ながら大学生活を送っています。（家族）

　中学高校の系列の大学だったので、高校３年の担任から大学

へ申し送りがありました。入学早々にスクールカウンセラーの

面談を受けることができました。その後はカウンセラーよりも

学務課の職員の方がよく声をかけてくださり、私とも連絡を

とってくださって、履修届、単位の取得等の面倒をみてくださっ

た感じです。

　１．２年のころは困ったことがあると相談に行って一緒に解

決してもらっていました。レポートの期限を延長していただい

たり、教授と話す必要があるときには段取りをつけていただい

たりしました。教科によっては学習支援をしていただけるとこ

ろに空き時間に行ったりもしていました。ほんとに苦労したと

思います。また、コロナ渦ではレポートの提出が多く、先生に

よって提出の仕方も支援の仕方も大きく違うので天手古舞だっ

たと思います。自分で「支援学生ですが、、、」と先生にメール

を送ることもありました。しかし、３年になるとなんとか今ま

で支援していただいたことを自分で活用して、先生に自分から

声をかけて確認をとったり、卒論でも担当教授と相談しながら

なんとなくやれるようになっていました。

　理系なので実験をするために被験者を集めることやその研究

成果を先生たちの前で発表することは本人にとってとても大変

だったと思いますが、ゼミの友人と四苦八苦しながらやり遂げ

たようです。

　私たち両親も大学に２度ほど伺って指導の先生と卒論の先生

にお会いしました。特に何かあったわけではないですが、たく

さんいる学生の中で、私たちが行くことで、本人を印象付けて

覚えていただくって感じだったと思います。効果があったかど

うかはわかりません（笑）ただいつも支援をしてくださる学務

課の方やキャリア支援課の方とお会いできたのはよかったと思

います。大学では、保護者ができることはほとんどなく、本人

が自分で何に困っているかわかって自分で相談できることが必

要になるようです。診断書を提出した記憶はないので、まずは、

自分はこういうことで困っていると言えることが必要で、さら

にこうしてもらえると助かると言えると支援が受けられると感

じました。（家族）
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　少し体を動かす資格取得の実技試験の当日、息子がコンビニ

前で実技の練習をしていたらしい。

知らないおじさんから『何をやっている？』と質問され愛想よ

く説明したとのこと。

『僕は自分から話しかけるのは苦手だけど、話しかけてくれる

人には、基本愛想よく答えるんだよ。』と言っていた。

小学校時代の担任が言っていた『君はひとりで居るのは好きだ

けど、人嫌いじゃない。』は的を得ている。（家族）

　長年貯めたお年玉を NISA 資金にするため、金融機関へ一緒

に行った。出金時、『NISA にご興味ありますか？』『もう、金

融機関決められました？』との質問に『興味はあります。これ

から金融機関は決めます。』と返していた。

今日まさにその手続きで別の金融機関に行くことが決まってい

たので、『なんで決めているって答えなかったの？』と私が尋

ねると『あの人の立場もあるし、ああいう時は茶を濁すのが 1

番。』とのこと。

まさに神対応！（家族）

　施設にいた父の面会を、わたしが怠けずに行けたのは子ども

のおかげ。いつも『今月はまだ面会に行ってないよ。』と催促

してくれた。もちろん性格的に優しいというのが大半だろうが、

ルーティン化するのが得意な自閉症特性もあった気がする。（家

族）

　他県に数週間インターンシップに行く時のこと。行く前日に

服を洗濯し浴室内で衣類乾燥をかけて、当日早朝スーツケース

に詰めていた。心臓に毛がたくさん生えている。（家族）

　18 歳になるから小児科ではもう診られないと言われた。本

当は小児科は 15 歳くらいで卒業らしいが、発達の専門医が少

ないので継続してくれていたらしい。初めての人や場所が苦手

なので、次は精神科になると言われたが不安。お金も月 500 円

では済まなくなるため、「自立支援医療」(48 ページ参照 ) の

申請を勧められた（家族）

日常生活編

　学割が使えるうちにと、高校卒業前に自動車学校に通いまし

たが、混んでいてスケジュールに余裕がなく、マイペースな子

にはつらかったようですが、頑張りました。

申し込み時の視力検査では、メガネの視力不足で、入校までに

メガネを作り直すように言われ、慌てました。

送迎バスがあり、最初は自宅付近での送迎を希望していました

が、他自動車学校の送迎バスと乗り場や時間が同じ時もあり、

乗り間違いや予約したのに迎えがなかったなどのトラブルが

あったので、最寄り駅送迎に変え、またトラブルがあった時に

対応しやすくしました。（家族）

　知り合いの人が『面倒見がいいよ』と教えてくれた自動車学

校に大学 1年の春休みに行くことにした。特にこれまで特別な

支援を受けることなく何とかやってこれていたこと、本人希望

により特性については触れなかった。けれど結果は自動車学校

通学中 2回中断というか行かなくなっていた。自動車学校の話

を聞くと、何だか歯切れの悪い返答。自動車学校に問い合わせ

て『しばらく来ていませんよ。』とわかる。本人は、『人をひいちゃ

うかもで怖い。』『心の準備のため、2 年の夏休みに通いたかっ

たのにお母さんが春休みに決めちゃったから。』との言い分。

学校に特性伝えてからは、学科を含め個別に取得までのプラン

を立ててもらい、必要な連絡は個別にもらうことができ、ギリ

ギリで取得できた。心の準備の大切さを母は学ぶ。（家族）

　アルバイトの求人サイトは見れるし、求人誌ももらってくる

ことができる。けど、多すぎる情報から適切な求人を選択する

のが難しいようで、『アルバイトやるよ！やるよ！』といいつつ、

日々過ぎていった。（家族）

　母が『アルバイトは就職活動の面接時にも応募書類にも PR

できるからやった方がいい。』と助言すると、何を勘違いした

のか、大学の専攻に関連するバイト先をチョイス。本人に詳し

く聞いてみると、自転車で 40 分かかるところだったり。母は

思う、そもそもそんな遠い人雇わないよ！（家族）
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03 大学等内での就職支援

■キャリア支援室（就職相談室）

　　※名称は各学校によって異なります。

障害の有無にかかわらず、就職活動の悩みや不安などについて相談を受け付

けます。発達障害の方は　「どんな職業が向いているか分からない」「単位が

取れなくて、卒業と同時に就職は難しい」などの困りごとが出てくることが

多いです。

一般的にキャリア支援室では

•	職業適性診断やキャリアカウンセラーなどによる相談

•	ハローワークへの相談の仕方

などを行っていますが、障害のある学生については「障害者雇用を行ってい

る会社の紹介」や「ハローワークの障害専門窓口への相談の仕方」などを行

う場合もあります。学校によって支援体制はさまざまです。

基本的には本人からの相談を受け付けていますが、中には家族からの相談を

受け、話を聞きながら連携を取って支援を行っている学校もあります。

学校外での就労支援機関については第 2 章 (P.21)「03 就労支援機関の利用」

をご覧ください。

 就職活動では会社ごとエントリーの仕方が違ったり、進み方も違うし、

それらを同時に行うこと、しかも行ったことのない会社に訪問したりす

るのですから、どれほどストレスがあったかと想像するにあまりあるこ

とでした。就職活動中もキャリア支援課で担当をつけてくださってその

方がエントリーシートの書き方や困りごとの相談にのってくれました。

エントリーシートには「自分のこと」を記入していきますが、自己理解

にはとてもつながったと思います。そこは私も協力したかな～。そのあ

たりを乗り越えてこられたのは、大学１，２年の苦労があったからだと思

います。相手の反応がわからなくて、どうしたらよいかわからないから、

タイミングよくちょっと困ったことを聞けないということが大きな課題

でしたが、そこが自分でできるかどうかは別として少しでもやっていか

ないと先に進めないということがわかったようでした。（家族）

(P.62)「マイストーリー１　大学生在学中 20 代男性　家族からの話」もご覧

ください。

働く前に考えておきたい大事なこと

　障害のあるなしにかかわらず、働き方には様々な選択肢があります。「障害を

オープンにしないで一般の会社に就職したい」「障害者雇用での就職を考えたい」

「職業に就くための様々なスキルを身に付けたい」「短時間だけ働いてみたい」な

ど、いろいろな方法がありますので、ご自分の特性や状況に応じて、就労支援機

関を利用してください。各機関で行っている内容については、「03 就労支援機関

の利用」(P.21) をご覧ください。

　発達障害の方で多いのが、「まじめで頑張りすぎて疲れ切ってしまう」「うつ状

態など、二次的な障害が出てきてしまう」ことです。まずはご自分の体力や健康

状態を整えて、「就職をするための準備」から始めましょう。

　例えば、下記に紹介した動画は主に中学生・高校生の保護者向けに作られたも

のですが、成人の当事者やご家族が見ても参考になりますので、ぜひご覧くださ

い。

きらり発達支援ビデオ講座　11

「発達障害を抱える中学生・高校生の社会生活と就労への準備」

URL : https://youtu.be/xHU_xMH6QOE

ビデオ内容

1	 ライフステージについて

2	 社会に出てつまずきやすいこと、良さが発揮されること

3	 困ったときにサポートを受けることができる制度や支援機関

4	 社会的自立について考える

5	 まとめ

第 2章
就労について
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01 一般企業への就職
（診断名を伝えない、または就職後に診断がついた場合）

　発達障害があっても特に支援を受けずに学生生活を過ごし、一般企業に就職し

たり、家業を継いだり起業したりなどして経済的に自立している方は多くいらっ

しゃいます。

　しかし仕事と自分の特性が合わないことに悩んだり、二次障害（うつや身体症

状など）を発症して精神科を受診したり産業医の面談を受けて、初めて自分が発

達障害を持っていることを知る方が最近増えてきています。

　下の図は、職業生活における「個人と環境の相互作用」について示した図です。

仕事の「合う」「合わない」は個人によって違いますし、「どんな環境が合ってい

るか」「障害をオープンにするかどうか」についても正解はありません。「マイス

トーリー」や「体験談」も次ページ以降に掲載していますが、あくまで例として

ご本人の選択の一助になれば幸いです。

（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構障害者職業総合センター　発行「就労支援

のためのアセスメントシート活用の手引」ｐ２より引用）

(P.65)「マイストーリー２　40 代男性　金融関係勤務」もご覧ください。

静岡市内にある就労支援機関

しずおかジョブステーション

静岡地域若者
サポートステーション

ハローワーク（一般の窓口）

ハローワーク
（障害者職業相談担当窓口）

※サービスを利用する場合は
　受給者証が必要になります。

静岡障害者職業センター

就労移行支援事業所

就労継続支援Ａ型
Ｂ型事業所

障害者就業・生活支援センター

ハローワーク
（静岡・清水）

障
害
が
あ
る
方
向
け
の

就
労
支
援
機
関

障
害
の
有
無
を
問
わ
な
い

就
労
支
援
機
関

障害がある方向けの就労支援機関を利用する際には、障害があることを証明する

もの（診断書、意見書、障害者手帳など）が必要なことがほとんどです。詳しく

は各機関にお問い合わせください。
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02
一般企業への就職
（障害者雇用の場合）

　障害者雇用とは、障害者手帳を取得し、企業が募集をしている「障害者雇用枠」

で就職することです。

　一般就労に比べると給与が低い傾向がありますが、特性についての相談や仕事

内容、環境の配慮、通院時間の確保などを得やすいことが多いです。週 20 時間

程度働けることが前提です ( 社会保険への加入が可能 )。10 時間以上 20 時間未

満しか働けない場合でも、0.5 人分としてカウントされるため、会社のニーズに

よっては雇用される可能性もあります。就職面接の段階から合理的配慮について

相談を行うことができます。

　すでに支援機関と相談している場合は、支援者が就職面接への同行支援などが

許可されることもあります。

 障害者雇用枠で就職を希望する場合は、ハローワークで「障害者雇用枠で就職

したい」と伝え、専門の窓口で所定の登録を行ってください。専門の窓口でも、

障害名を会社に伝えない就職活動の相談は可能です。

障害者手帳がなくてもハローワークでの相談は可能ですが、障害者雇用枠で

の就職時には必要ですので、申請の手続きを進めておくと良いでしょう。

•	 ハローワークの障害者関連窓口については (P.24) をご覧ください。

•	 障害者手帳の申請については (P.38) をご覧ください。

•	 (P.67)「マイストーリー３　40 代　一般企業勤務」もご覧ください。

03 就労支援機関の利用

１）障害の有無にかかわらず利用できる就労支援機関

しずおかジョブステーション　

　(以下、しずおかジョブステーション HP 参照 )

　静岡県では、求職中の方を対象とした支援施設「しずおかジョブステーショ

ン」を県内 3ヶ所（沼津・静岡・浜松）に設置しています。各ステーション

では、学生、若者から中・高齢者・育児中の方まで幅の広い世代の就職相談

や、セミナーにて求職者のみなさんをを就職へと導きます。就職相談では、

専任キャリアカウンセラー（有資格者）がアドバイスします。Web 面談も行っ

ています。

　静岡市にあるのは「しずおかジョブステーション中部」です。

「そもそも就職活動は何をすればいいのか？」など基本的なことを教えてく

れますので、「学校では聞きにくい」「学校を卒業して数年経つので働くこと

について相談できる場所がない」といった方にはおすすめです。利用は無料

です。

い合わせ先お問

しずおかジョブステーション中部

住　　所	 駿河区南町 14-1 水の森ビル 3階

	 静岡県中部県民生活センター内

開所時間	 平日 9時～ 17 時

電　　話	 054-284-0027( 総合案内、受付、就職相談コーナー )　

※就職相談はご予約の方が優先となります。ご予約は電話にて承ります。
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静岡地域若者サポートステーション（静岡サポステ）

( 以下、静岡サポステ HP 参照 )

　「働きたいけど働けない」若者のための支援機関です。利用は無料です。　

「地域若者サポートステーション」は、若年無業者の自立支援において実績

やノウハウのある各種団体に厚生労働省が認定、事業を委託し実施していま

す。全国におよそ 177 か所設置され通称、サポステと呼ばれています。

　静岡サポステは静岡市内（葵区、駿河区、清水区）を担当しており、藤枝

サテライトは志太・榛原地区（藤枝市・焼津市・島田市・吉田町・川根本町・

牧之原市）を担当しています。

　静岡サポステは、若者就労支援団体として実績のある「NPO 法人青少年就

労支援ネットワーク静岡」が受託、運営しています。静岡サポステでは、悩

み相談をはじめ、職探し、職場定着までのサポートを行っています。特に、

就労体験や職場見学の機会を提供することで、「踏み出す力」の取得を支援

していきます。個別的・継続的・包括的支援を実現するために、地域の連携

機関、ハローワーク、地方自治体、保険・福祉機関、民間支援団体、学校教

育機関、職業訓練校、協力企業などと連携しています。また、NPO 法人青少

年就労支援ネットワーク静岡に所属する多くの地域のボランティアサポー

ターも協力しています。Zoom 面談も行っています。

い合わせ先お問

静岡地域若者サポートステーション

住　　所	 清水区島崎町 223　　清水テルサ 2F

開所時間	 火曜日～土曜日　10 時～ 17 時

電　　話	 054-351-7555

ハローワーク

　ハローワーク（公共職業安定所）は、仕事をお探しの方や求人事業主の方

に対して、さまざまなサービスを無償で提供する、国（厚生労働省）が運営

する総合的雇用サービス機関です。（以上、厚生労働省 HP より引用）

　静岡市内には、「ハローワーク静岡」「ハローワーク清水」「ハローワーク

プラザ静岡」があります。無料で職業相談・職業紹介・職業訓練の相談及び

受講申込等ができます。障害をオープンにして仕事探しをする場合には、ハ

ローワークの専門窓口での登録が必要です。

※	「ハローワークプラザ静岡」には障害者関連窓口はありません。詳しくは、各機関にお

尋ねください。

い合わせ先お問

ハローワーク静岡

住　　所	 駿河区西島 235-1

開所時間	 平日　8時 30 分～ 17 時 15 分

電　　話	 054-238-8609 ( 自動音声案内・初めての方は１＃ )

ハローワーク清水

住　　所	 清水区松原町 2-15　清水合同庁舎 1階

開所時間	 平日　8時 30 分～ 17 時 15 分

電　　話	 054-351-8609 ( 自動音声案内・初めての方は１＃ )

ハローワークプラザ静岡

住　　所	 葵区追手町 5-4　アーバンネット静岡　追手町ビル 1階

開所時間	 月・火曜日	 10 時 15 分～ 19 時

	 水～金曜日	 9 時 15 分～ 18 時

	 土曜日	 10 時～ 17 時（第 1・第 3土曜日のみ）

電　　話	 054-250-8609

※	「ハローワークプラザ静岡」には障害者関連窓口はありません。
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２）障害がある方向けの就労支援機関

ハローワークの障害者関連窓口

全国のハローワークでは、障害のある求職者の方々向けに以下のようなサー

ビスを実施しております。　　

【専門の担当者がサポートします！】

障害者のある方向けの窓口では障害に理解のある専門の相談員を配置し

ております。専門性をいかして、丁寧に向き合い就職から職場定着まで

一貫した支援を行います。

【応募書類の作成支援や面接指導も行います！】

就職に向けて履歴書の書き方支援や、模擬面接など障害の特性に合わせ

きめ細かな支援を行います。

【働きたい職場での実習や個別の求人開拓なども行います！】

ハローワークが連携する支援機関と協力して働く前に実際にその企業で

実習を受けることもできます。また、お探し条件に合うような求人を事

業主にお願いして出してもらうなどマッチングを意識したサポートも

行っています。

【様々な支援機関と連携しサポートします！】

ハローワークだけでなく地域の障害者就業・生活支援センターや地域障

害者職業センターなど支援機関と協力して、就職から職場定着まで一貫

した支援を実施しています。

（以上、厚生労働省 HP より引用）

専門窓口での登録が必要です。詳しくは前ページの各ハローワーク

にお問い合わせ下さい。　　

※「ハローワークプラザ静岡」には障害者関連窓口はありません。

　最初はオンラインで登録しただけだったけど、見られない機能もあると聞いて

しばらく経ってから窓口で利用登録をした。実際に相談員の人と話しながら検索

した方が、自分に合いそうな職種や企業を選んで応募することができた。

　障害をオープンにすることに抵抗があったが、相談員さんが親身になってくれ

るし、最初にこちらの不得意を伝えられるので気が楽。正直フルタイムの求人は

少なく給料は一般の時より減るが、心身の負担も減った。

地域障害者職業センター（静岡障害者職業センター）

地域障害者職業センターは、独立行政法人高齢・障害・休職者雇用支援機

構が設置、運営する機関で、ハローワークと連携して障害者の就労支援を

行っています。

静岡市内には、「静岡障害者職業センター」があります。

主に以下の４つの支援を行っています。

・職業相談・職業評価

・職業準備支援

・リワーク支援（復職訓練）

・ジョブコーチ支援

それぞれの内容については、静岡障害者職業センターホームページ内「障害

のある方へのサービス」

（https://www.jeed.go.jp/location/chiiki/shizuoka/22_shizuoka_

service1.html）

をご覧ください。

利用にあたってはまず「利用説明会」への参加が必要です。

詳しくは以下にお問い合わせください。

い合わせ先お問

静岡障害者職業センター

住　　所	 葵区黒金町 59-6 大同生命静岡ビル 7F

開庁日時	 8 時 45 分～ 17 時 ( 土日祝、年末年始休暇を除く )

電　　話	 054-652-3322

　障害者手帳を保持しておらず、大学までほぼ支援なく過ごしてきたので、本

人希望によりクローズで就職活動をした。

　親子で協力し努力した結果、２つの事業所から内定を得た。そこから 1社に

絞るための参考にするため、職業評価を受けた。最終は自己選択・自己決定。

結果、親の想いとは違う自己選択をしたけれど、職業評価は本人の自己理解に

は繋がったと思う。

　現在、就職開始前の 2ヵ月程は、職業準備支援に通うよう助言をしている。

子どもが自己選択した日、頼んでいた凸凹の子の子育て関連の書籍が届いて

いた。そこには『自己選択・自己決定の大切さ』が書かれていた。タイムリー

に親も背中を押された気がした。これからも子どもの 1番の理解者、応援団で

いようと思う。（家族）
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　うちの息子が利用を考え始めたのは大学 3 年の就職活動が始まった 2 月頃でし

た。障害者手帳を念の為に取る手続きをしたので、利用しようと思った気持ちに

なれたのだと思います。

　大学 4 年生から利用を始め、月一度ほど伺う中で、職業評価や面談を行いまし

た。面談では幼い時からの生育歴や今までの支援の状況、本人の障害に対する理

解の程度、現在の就職活動の状況を話したようです。

　私は小さい時からの発達検査の記録と手帳を取るときの診断書？のコピー、幼

い頃の様子がわかるものを用意しました。

　卒業が確定して年明け、2 月ごろから職業準備支援に入りました。3 月末まで

朝 10 時から午後 3 時まで毎日です。途中、病院の受診があったりはしましたが、

嫌がることもなく毎日通いました。欠席の時や遅刻の時は指定用紙を提出したり、

朝礼があったりと就職を見据えて支援をしてくださったようです。他の利用者の

方も入れ替わりはなく、同じようなパソコンを使った事務系の仕事をしていたよ

うでした。午後にはソーシャルスキルトレーニングもありました。障害者枠、一

般枠のメリットとデメリットも教えてもらったと話してくれました。お昼ご飯は

ビルの一階にお弁当屋さんが来ていてそこを利用していました。外食も可能です

が、昼休みに活動記録のようなものも書いていたようです。とにかく毎日でし

たが、短時間だったこともあり、楽しく通っていました。(家族 )

就労移行支援事業所

　「障害者総合支援法」に基づく就労支援サービスのひとつで、利用にあたっ

ては受給者証※が必要です。

　就職に必要なスキルの習得と社会的マナー、感情コントロールなどの知識

を学ぶ支援機関です。就労に関する相談から適性評価、履歴書の書き方など

就労に関して必要になるさまざまな支援を行ってくれます。就職活動を行う

ときには、就職面接への同行支援などを行ってくれたりもします。主に一般

企業の障害者雇用での就労を目指します。

　利用できるのは原則 18 歳～ 64 歳までです。最大 2 年間利用できます。市

内の事業所は、静岡市ホームページ内「障害福祉サービス事業所・障害者支

援施設等の紹介」→「市内障害福祉関連事業所一覧」をご覧ください。サー

ビス利用にあたっては、「サービス等利用計画」の作成が必要となり、「指定

特定相談支援事業者」との契約も必要となります。受給者証の発行には、所

定の手続きが必要です。詳しくは下記にお問い合わせ下さい。

い合わせ先お問

各福祉事務所 障害者支援課

葵　区　葵区役所	 2 階	 054-221-1589

駿河区　駿河区役所 1階	 054-202-8690

清水区　清水区役所 1階	 054-354-2121

蒲原出張所　福祉係　蒲原支所 1階	 054-385-7790

※	 障害福祉サービス受給者証についての説明は (P.34)「障害福祉サービスを使うに

は？」以降をご覧ください。

初めて福祉サービスを使うので、何が何だかわからず…。混乱しました（(*_*)（本

人、家族）

児童発達支援や放課後等デイサービスを使っていたので、「就労も似た感じなん

だ」となんとなくイメージできました。（家族）

「障害者職業センターでも職業の準備支援はしているけど、2 ～ 3 か月くらいと

言われたので、2 年使える就労移行支援事業所に決めた」そうです。「就労移行

支援事業所は大学で言う通常授業、障害者職業センターは集中講義みたいな感じ

かな」と言っていました。(家族 )

「指定特定相談支援事業者」は、高齢者で言うと「老人ホームを使うには施設を

決めるだけじゃなくて、ケアマネさんにプランを書いてもらう必要がある」のと

同じ感じですね。（家族）

最初は「手続きがめんどくさい」と思ったけど、相談支援事業所が入ってくれる

と「就労支援機関には言いにくいこと（苦情や相談）」も言えるのでありがたい

と思いました。（本人、家族）

私が利用した就労移行支援事業所は、実際の会社のような机や椅子があって、朝

礼やグループワークがあったり、パソコンでのデータ入力、電話の応対の練習や

ソーシャルスキルトレーニングなどいろいろ教えてもらえました。実習でフィー

ドバックをもらったり、就職活動のコツを教えてもらって良かったです。（本人）
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就労継続支援 A型・B型事業所

　「障害者総合支援法」に基づく就労支援サービスのひとつで、利用にあたっ

ては受給者証が必要です。利用できるのは原則 18 歳～ 64 歳までです。

　「就労移行支援事業所」と同様に、市内の事業所は静岡市ホームページ内「障

害福祉サービス事業所・障害者支援施設等の紹介」→「市内障害福祉関連事

業所一覧」に掲載されています。利用にあたり「指定特定相談支援事業所」

と契約して「サービス等利用計画」を作成してもらうなど、所定の手続きが

必要です。受給者証の発行については（P.34）「各区障害者支援課」へお問

い合わせください。ハローワークに求人票が出るため、実際に働く事業所を

探すにはハローワークの障害者相談窓口に問い合わせ、ハローワークを通じ

て応募してください。

就労継続支援Ａ型

　雇用契約を結んで仕事を行います。最低賃金（1 時間当たり）が保障

されており、おおむね週に 20 時間以上働ける方が対象です。20 時間を

超えて働くことが可能な場合には、雇用保険への加入が可能となります。　

　「一般就職をしたけど、心身の負担が大きかった」「就労移行支援事業

を利用したり、学校を卒業して就職活動を行ったが、雇用に結びつかな

かった」方が利用されることが多いです。一般就職や障害者雇用での就

労に比べると仕事の難易度は易しいですが、継続的に利用できることが

前提となります。

就労継続支援Ｂ型

　雇用契約を結ばない就労です。「障害者総合支援法」に基づく就労支

援サービスのひとつで、利用にあたっては受給者証が必要です。

　長時間の作業が困難であったり、作業内容への配慮が大きく必要な方

に向いた就労形式です。短時間から慣らして徐々に長時間の通所も可能

ですが、週に 20 時間以上働いても雇用保険に加入することはできませ

ん。働いた分だけの工賃が支払われますが、月1～2万円程度が多いです。

A 型事業所で働いています。内容は清掃です。今まではアルバイトを繰り返して

きたけどうまくいかず、診断をもらったことをきっかけにハローワークに相談し

たら A 型事業所を勧められました。オフィスワークやチラシ配り、作物の栽培、

倉庫内での部品の仕分けなどいろいろありました。最低賃金でもしっかりお金が

もらえるのはいいかなと思いました。（本人からの話を改変）

色々な事業所があるので、希望する実習先を絞れるように中学卒業までに情報を

集めたり、事業所の見学会に参加して仕事内容を調べていました。

実習をさせていただいた中から、職場の雰囲気や仕事内容の合うところを選びま

した。本人のやりたかった仕事内容だったこともあり、毎日元気に通っています。

（北支援高等学校卒業、B型事業所就労した方の保護者）

高等部卒業後、就労継続支援Ｂ型で働いています。写真は、ネギの選別をしてい

るところです。それ以外の仕事は、フードロス事業の食品の仕分けや米の計量、

大手企業の内職（箱詰め、シール貼り、出庫作業、納品）等、たくさんあり、ど

の作業でも対応できるという事で頼りにされているようです。（家族）
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第 3章
福祉サービスや
制度について

　発達障害の方が受けられるサービスはさまざまなものがありますが、「こうい

う時、なんというサービスが使えるのかわからない」「もっと早く知っていれば

よかった」などの声を相談で多く聞きます。

　この章では、「発達障害の方が利用できる福祉サービスや制度（障害福祉サー

ビスや障害者手帳、障害年金など）」についてご説明します。

＜障害福祉サービスとは？＞

「障害福祉サービス」とは、「障害者総合支援法」に基づき、障害のある方が

地域で生活しやすくなるための福祉サービスです。第 1巻で述べた「児童発

達支援」「放課後等デイサービス」、第 2章で述べた「就労移行支援」や「就

労継続支援 A型・B型」も障害福祉サービスの１つです。

　障害福祉サービスを使うには、所定の手続きが必要です。詳しくは

(P.34)「障害福祉サービスを使うには？」以降をご覧ください。

障害者就業・生活支援センター

　障害者就業・生活支援センターは、障害者の職業生活における自

立を図るため、雇用、保健、福祉、教育等の関係機関との連携の下、

障害者の身近な地域において就業面及び生活面における一体的な支

援を行い、障害者の雇用の促進及び安定を図ることを目的として、

全国に設置されています。（以上、厚生労働省 HP より引用）　

静岡市内には、「障害者就業・生活支援センターさつき」があります。

＜相談の一例＞　　　（さつき HP より引用）

・就職したいが、今の状態では不安がいっぱい。

・仕事が自分に合うだろうか。

・就職に役立つ福祉サービスや制度を知りたい。

・生活が整えば、仕事も続けられるのに。

・職場で困っていることがある。

障害者職業センターのジョブコーチが終了になる際に、今後の相談先として勧め

られた。（本人からの話を改変）

転職に伴って職員寮を出なければならず、自分の特性が影響して住居探しが大変

だったが「さつき」に相談したら手伝ってもらえて助かった。（本人からの話を

改変）

い合わせ先お問

障害者就業・生活支援センターさつき

場　　所：	 葵区慈悲尾 180　　　

受付時間：	 平日 9時～ 17 時（土日祝日、夜間は留守番電話にて対応）

電　　話：	 054-277-3019

E-mail	 ：	 satuki.hokuto3019@meikoukai.or.jp
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障害者手帳を取得したい

家事を手伝ってほしい

家族を休憩させたい
家族が病気になったため、短期間自宅以外に宿泊したい

支援を受けながら自宅以外で暮らしたい

生活能力を向上させたい働くのではなく

家以外で日中

過ごせる場所が欲しい 同じような障害がある人と
交流したい

外出すると時家族以外の人についてきてほしい

精神科通院の費用を抑えたい

障害年金をもらいたい

成年後見制度について知りたい

金銭管理・重要書類の保管をしてほしい

障害者手帳（P.38）

家事援助（P.40）

短期入所（P.41）

グループホーム（P.42）

自立訓練（P.43）

地域活動支援センター（P.44）

移動支援（P.45）

自立支援医療（精神通院医療）（P.48）

障害年金（P.49）

成年後見制度（P.52）

日常生活自立支援事業（P.54）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

こんな時は？ サービスの名称（各ページを参照してください）

　こんな時どうする？
早見表（社会福祉制度について）
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01 障害福祉サービスを使うには？

　障害福祉サービスの利用にあたっては、「障害福祉サービス受給者証」の発行

が必要となり、そのためには所定の手続きが必要です。

　静岡市 HP「計画相談支援・障害児相談支援パンフレット」に、サービス利用

についての手続きが詳しく載っています。

（https://www.city.shizuoka.lg.jp/s5498/s002812.html）

あわせて、本ハンドブック (P.36) の図もご覧ください。

申請手続きやお問い合わせは各区福祉事務所障害者支援課（下記参照）になりま

す。

い合わせ先お問

申請窓口・お問い合わせ先（お住まいの区により異なります )

※いずれも開所時間は平日 8時 30 分～ 17 時 15 分

葵区役所	 2 階　福祉事務所　障害者支援課	 電話：054-221-1589

駿河区役所 1階　福祉事務所　障害者支援課	 電話：054-287-8690

清水区役所 1階　福祉事務所　障害者支援課	 電話：054-354-2121

清水区役所蒲原支所 1 階　蒲原出張所　福祉係	 電話：054-385-7790

　障害福祉サービス以外にも、「地域活動支援センターの利用」「移動支援」「障

害年金」「成年後見制度」「日常生活自立支援事業」などのサービスや制度があり

ます。これらは障害福祉サービスとは異なる手続きが必要です。

　ご自分の使いたいサービスにはどんな手続きが必要かは、(P.32)「こんな時

どうする？早見表（社会福祉制度について）」でサービスの名前を確認し、それ

ぞれの解説ページをご覧ください。

成人になって初めて診断を受けてサービスを受ける場合の手続き例を 36 ページにま

とめました。(36 ページの表内の③④は同時並行でもいいと思います ) とにかくや

ることは、36 ページの表内の①「病院で発達障害の診断を受ける」、使ってみたいサー

ビスをやっている事業所を調べることです。あとは区役所の窓口や相談支援事業所の

方が手順を教えてくれます。

最初は「障害」って言葉が窓口や書類にいっぱい出てくるので戸惑いましたが、

窓口の人が親切に教えてくれました。受給者証も障害者手帳もサービスを受ける

ための「パスポート」みたいなものかなと思いました。(本人、家族 )

障害福祉サービス受給者証と障害者手帳の違い

　「障害福祉サービス受給者証」は障害福祉サービスを受けるために発行し

てもらうもので、「障害者手帳」は「障害の内容や程度を証明する」もので

あり、この 2つは異なります。

　障害者手帳がなくても、受給者証の発行が可能なサービスもありますが、

障害者手帳が必要なサービスもあります。

相談支援事業所とは

　障害福祉サービスを受けるためには、18 歳以上の方は「指定特定相談支

援事業所」、18 歳未満の方は「指定障害児相談支援事業所」で「サービス等

利用計画案（又は障害児支援利用計画案）」を作成してもらう必要がありま

す。この「指定特定相談支援事業所」と「指定障害児相談支援事業所」のこ

とを通称で「相談支援事業所」と呼び、計画案を作ることは「計画相談を書

く」と呼ばれています。

　ちょうど、高齢者の方が介護サービスを受ける時に「ケアマネージャー」

に「ケアプラン」を書いてもらうようなものです。計画相談を書ける支援者

は限られており、「今は利用者がいっぱいなので書けない」と断られてしま

うこともあるそうです。どうしても書いてくれるところが見つからない場合

は「セルフプラン」として本人や家族等が書く場合もありますが、一定期間

ごと（おおむね半年ごと）に「モニタリング」（「サービス利用で目標が達成

されているか」等を相談支援事業所がチェックすること）が必要ですので、

基本的には相談支援事業所で計画相談を書いてもらうことが前提です。

市内の相談支援事業所の一覧は以下からご確認ください。

市ＨＰ「障害福祉サービス事業所・障害者支援施設等の紹介」

（https://www.city.shizuoka.lg.jp/s5498/s002810.html） 中 の「 市

内障害福祉関連事業所一覧（Excel ファイル）」内の「静岡市 - 相談」のタ

ブ　※数か月に一度更新されます

障害福祉サービスを行っている事業所を探すには、「市内障害福祉関連事業

所一覧（Excel ファイル）」内の「静岡市 - 者 ( 相談事業を除く )」タブを

ご覧いただくか、相談支援事業所または各区福祉事務所障害者支援課にご

相談ください。
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障
害
者
手
帳
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
、
所
定

の
機
関
で
障
害
者
手
帳
を
発
行
の
た
め
の
手
続
き
を
取
り
、

発
行
し
て
も
ら
う
。

※

「
自
立
支
援
医
療
」
を
受
け
て
い
る
と
、

障
害
者
手
帳
な
し
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

区
役
所
の
「
福
祉
事
務
所
　
障
害
者
支
援
課
」
に
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い
」
と
電
話
ま
た
は
窓
口
で
伝

え
、
申
請
に
行
き
、
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案
提
出
依
頼
書
」
を
も
ら
う
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
事
業
所
に
空
き
状
況
を
問
い
合
わ
せ
、
見
学
・
体
験
を
行
う
。

市
の
指
定
す
る
「
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
」
に
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案
」
を
書
い
て
も
ら
う
。

医
療
機
関
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
の
意
見
書
を
書
い
て
も
ら
う
。

区
役
所
の
「
福
祉
事
務
所
　
障
害
者
支
援
課
　
給
付
係
」
に
必
要
書
類
を
提
出
。
市
に
よ
る
調
査
(
必

要
な
場
合
は
障
害
支
援
区
分
の
認
定
も
)
が
行
わ
れ
る
。

②

医
療
機
関
で
診
断
を
受
け
る
。(

初
診
後
、
何
回
か
受
診
し
て
か
ら
診
断
が
つ
く
場
合
が
多
い)

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

支
給
決
定
が
行
わ
れ
、
受
給
者
証
が
発
行
さ
れ
る
。

⑧

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
が
作
成
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
を
受
け
取
り
、
正
式
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
と
利
用
契
約
を
結
び
、利
用
開
始
。(

一
定
期
間
ご
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
る)

⑨

18 歳以上で初めて診断を受けて障害福祉サービスを利用したい方の場

合の手続き一例（18 歳未満の場合は「育てにくさを感じたら　にじい

ろ子育てハンドブック　0 歳～ 18 歳までの支援」P.49 を参照してくだ

さい）

（
障
害
者
手
帳
の
発
行
に
つ
い
て
は
Ｐ
38
参
照)
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　障害者手帳は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の 3種類

があります。発達障害を主診断とする方が取得できる障害者手帳は、療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳の 2種類です。

　取得すると、障害者総合支援法に基づくサービス（18 歳未満の障害をお持ち

のお子さんは児童福祉法に基づくサービスも）利用が可能となります。公共料金

の減免などもあります。受けられるサービスや料金の減免などは、手帳の種類や

等級によって異なります。障害者手帳は複数の種類を所持することが可能ですが、

サービスや料金減免については、どちらか片方の手帳についてのみ有効となる場

合が多いです。一般企業の「障害者雇用枠」で働く場合は、障害者手帳が必要と

なります。

療育手帳

　知的発達に障害のある方に、一貫した相談・支援、援助を受けやすくする

ため交付されます。

　区役所の窓口で申請後に、別日で面接及び判定（発達検査または知能検査）

を受けます。18 歳未満の方は「児童相談所」、18 歳以上の方は「地域リハビ

リテーション推進センター」で実施します。申請後、おおむね 3ヶ月くらい

で発行されることが多いようです。

　一般的には、検査時のＩＱ値が 70 までで日常生活に支障のある方に交付

されます。静岡市では、発達障害の診断がある方が主治医の診断書（意見書）

を提出した場合は、検査時のＩＱ値が 89 以下まで交付が許可されることが

あります。

　おおむね 2 ～ 5 年ごとに更新があります。18 歳以降の判定で等級が固定

するため、18 歳以降の更新後からは、再判定不要になる可能性があります。

　18 歳以上で初めて療育手帳の判定を受ける場合は、「小さい頃の発達の状

況がわかるもの ( 母子手帳、学校の通知表、テストなど )」の提出が求めら

れることもあります。

精神障害者保健福祉手帳

　「一定の精神障害の状態にある」ことが認定された方に対し手帳が交付さ

れます。

　発達障害の診断を受けている方は、精神保健福祉手帳の取得が可能です。

02 障害者手帳とは

　精神保健福祉手帳の申請には、6 ヵ月間の継続受診が必要です。（初診日

にみられている症状が 6 ヵ月間継続していることで確定診断となり、申請

が可能になります。発達障害と精神疾患や気分の不調とを区別する意味も

あります。）

　6 カ月後の診察で確定診断を受けてから、申請手続きを行ってください。

申請後、おおむね 1～ 2か月くらいで発行されることが多いようです。

申請時に必要な書類や受けられるサービスについては静岡市ＨＰをご覧い

ただくか、各区福祉事務所障害者支援課 (P.34) までお問い合わせ下さい。

療育手帳については

静岡市 HP「療育手帳の申請手続き」

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s3278/s002803.html

精神障害者福祉手帳については

静岡市 HP「2024 静岡市精神保健福祉のしおり」

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s2498/s002878.html

をご覧下さい

手帳って、ファストパスみたいなものだと思った。(本人 )

手帳があると電車やバスが割引になる。映画館とか遊園地とかも割引だったり、

混むところは家族も一緒に優先レーンで入れてくれたりする。(家族 )

「手帳がある家族がいます」というと　町内会の防災訓練で気遣ってもらえた(家

族 )
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03 家事援助とは

　自宅で過ごしているけど、「特性のため料理の段取りが難しく何時間もかかる」

「部屋の片づけが苦手なので、時々手伝ってほしい」などの理由で利用できます。

「家事援助」は「居宅介護 ( ホームヘルプ )」というサービスの中に含まれるも

のです。利用者本人または家族の障害・病気などで本人が家事を行うのが難しい

時に利用できます。

　障害のある方が育児を行う場合の「育児支援（おむつ替え、子が通園等する場

合の付き添い、学校等からの連絡帳の代読・連絡援助など）」に使うこともでき

ます。

　「週何回来てもらえるか」などは、区分認定（申請後、どのくらいのサービス

量が必要かを審査する基準）によって異なります。「サービス等利用計画案」を

書いてもらう「指定特定相談支援事業所」にご相談して、申請してください。障

害の程度によっては、希望する回数を受けられないこともあります。利用額は所

得によって異なります。

　申請窓口は各区福祉事務所障害者支援課 (P.34) です。

発達障害とうつ病があり、家事が進まないことがあります。週 2回、自宅に来て

もらって食事作りと後片づけを手伝ってもらいました。作り置きできるメニュー

も一緒に考えてくれて、本当に助かりました。(本人の話を改変 )

　短期入所は「ショートステイ」とも呼ばれます。「家族を休息させたい」「家族

が病気になったため、短期間自宅以外に宿泊したい」などの理由で、障害者支援

施設等に短期間入所できるサービスです。

　短期入所の利用には、基本的に健康診断が必要です。ですから、「家族が明日

から入院になってしまったのですぐ使いたい」など急な場合だと利用が難しい場

合があります。「いざという時のために、試しに利用してみよう」と本人とご家

族が話し合っておくと良いですね。静岡市が発行している「短期入所共通健康診

断書」などもありますので、「いつか使いたい」と考えている方は利用を希望す

る施設や、「指定特定相談支援事業所」にお問い合わせください。　利用額は、

所得により異なります。

　申請窓口は各区福祉事務所障害者支援課 (P.34) です。

04 短期入所 (ショートステイ )とは

短期入所共通健康診断書は静岡市 HP からもダウンロードできます。

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s3278/s002892.html
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05 グループホームとは

　「支援を受けながら自宅以外で暮らしたい」方のためのサービスです。グルー

プホームは「共同生活援助」が正式名称です。障害のある方が一軒家やアパート

タイプの住居におおむね定員 10 人以下で共同生活をするサービスです。「障害の

ある方向けのシェアハウス」のようなところだとイメージするとわかりやすいと

思います。「世話人」や「支援員」と呼ばれる職員がおり「主に夜間において、

相談、入浴、排せつまたは食事の介護、その他の日常生活上の援助」を受けるこ

とができます。家賃や食費、活動費などで月額 7～８万円程度の費用が必要です。

　グループホームには大きく 3つの利用形態があります。

•	外部サービス利用型：

夜間や休日はグループホームを利用し、平日の日中は就労先や地域活動

支援センター等の外部の事業所へ通います。

•	日中サービス支援型：

グループホームで日中も支援を受けられます。日中に通所先への外出が

困難な障害者や高齢の障害者が主な対象です。他の利用形態に比べ、料

金が高い傾向があります。

•	介護サービス包括型：

排せつ、入浴、食事、着替え等にも介護が必要な方が対象です。夜間や

休日はグループホームを利用し、平日の日中は就労先や生活介護等の外

部の事業所へ通います。

※	 入居者の病院受診や買い物等への同行は制度上のサービスに含まれていないため、

病院受診等への同行は行っていない、または有料で対応しているところもありま

す。

※	 原則、本人の銀行通帳や印鑑などの貴重品は施設では預かりません。現金につい

ては、「本人の外出時や物品購入等のための資金」として必要な小遣い程度の少額

であれば「施設で預かる」、もしくは「活動費を施設が立て替え、後日本人または

親族等が支払う」場合もあります。

申請窓口は各区福祉事務所障害者支援課 (P.34) です。

06 自立訓練 (生活訓練 )とは

　「自立訓練」には「機能訓練（身体機能の向上と、生活能力の向上を目指す）」と「生

活訓練」の２つがあり、主に発達障害の方が利用するのは「生活訓練」です。

　生活訓練とは「自立した日常生活を営むために必要な訓練、生活等に関する相

談及び助言その他の必要な支援を受ける」サービスです。(厚生労働省 HP 参照 )　

利用期間は生涯で原則 2年間です。

　具体的には、「金銭管理や家事、生活リズムなどの生活能力を向上させるため

の練習を行う」「自己理解・障害理解を深める、ソーシャルスキルを身に付ける

などのプログラムを受ける」「体を動かすなどのレクレーションを受ける」など

です。

　申請窓口は各区福祉事務所障害者支援課 (P.34) です。

学校は卒業したけど、すぐに働いたり作業するのは難しいし、「もうちょっと自

分のことや世の中のことを学びたい」という本人の思いがあり利用したいと考え

ています。(家族 )

福祉型大学（福祉型カレッジ）について

　最近では、就労移行支援 (2 年間 ) と組み合わせて計 4 年間の「福祉型大

学 ( 福祉型カレッジ )」という名称で「前半の 2 年間を生活訓練、後半の 2

年間を就労移行支援」を行う事業所もあります。（一般的な高等教育機関の「大

学」とは異なります。）
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07 地域活動支援センターとは
（2024 静岡市精神保健福祉のしおり p27 参照）

　「地域活動支援センター」とは、市町村が設置主体となり「地域で生活をして

いる方の日常生活の援助、日常的な相談への対応、地域交流活動などを行い、社

会復帰と自立、社会参加の促進を図ることを目的とした施設」です。

主に精神障害のある方を対象にしていますが、発達障害の方も利用できます。

軽い運動やボードゲーム、コミュニケーションについての講座などさまざまなプ

ログラムを行っています。

　専門の相談員に、日常生活における困りごと等の相談もできます。

市内には各区に 1か所ずつあります。詳しくはそれぞれの区の地域活動支援セン

ターにご相談ください。

い合わせ先お問

葵区：静岡市支援センターなごやか

場　　所：	 葵区城東町 24-1 城東保健福祉エリア保健福祉複合棟 3階

開所時間：	 月曜日～土曜日 9時～ 18 時

電　　話：	 054-249-3189

駿河区：静岡市支援センターみらい

場　　所：	 駿河区曲金 3-1-30 南部保健福祉センター 3階

開所時間：	 月曜日～土曜日 9時～ 18 時

電　　話：	 054-285-8871( 相談専用電話 )

清水区：社会福祉法人　清承会　はーとぱる

場　　所：	 清水区村松原 3丁目 14-8　

開所時間：	 月～土曜日 9時～ 17 時

電　　話：	 054-337-1746

08 移動支援とは

　屋外での移動が困難な障害のある方に対して、個々の利用者に合った計画のも

とに、移動支援事業従事者の資格を持つガイドヘルパーが外出のための支援を行

います。基本的に、発達障害の方のうち「療育手帳」または「精神保健福祉手帳」

を持っている方が対象です。

　詳しくは「静岡市移動支援事業のしおり」をご覧ください。

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s5498/s002806.html

　障害福祉サービスとは別ですので、すでに障害福祉サービスを利用している方

も、あらためて移動支援の利用申請が必要です。利用額は所得により異なります。

以下のような場合に利用できます。

•	 社会生活上必要な外出

医療機関への通院、行政・金融機関での手続き、食料品・生活必需品の買い

物、理美容院の利用、冠婚葬祭など社会生活で必要と認められるもの

•	 余暇活動・社会参加（各種教室やレクリエーション）に係る外出

※	 通年かつ長期にわたる外出には利用できません。

※	 移動の際は公共交通機関を使います。ヘルパーの交通費は利用者が負担しま

す。

※	 申請窓口は各区福祉事務所障害者支援課 (P.34) です。
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移動支援　ヘルパーさんとお出かけ

『静岡科学館る ・ く ・ る』 行ってきました

駅までがんばって歩きます

いいお天気。外出日和です

利用者Ｓさんのお出かけの様子をリポートしてきました

駅に到着。ヘルパーの切符を駅員さんから購入します

（購入時、障害者手帳を提示します）

Ｓさんは、自分のルルカパサール

カードで改札口を通過しました

（ルルカパサールカードに障害者手

帳を登録すると、自動的に障害者割

引が適用されます。毎年３月、障害

者手帳の更新が必要です）

新静岡駅まで、静かに座っていました

13:00　ヘルパーが自宅にお迎え

お母様から、ルルカパサールカードや財布

が入ったポーチを受け取って出発！

目的地、静岡科学館る・く・るに到着です

一番好きなパソコンを堪能しています

自動販売機でカフェオレを買い
ました

帰りも家までがんばって歩きました

帰る時間になりました

静岡駅１５：４０出発のバスに乗って帰路につきました

ちょ
っとひとやす

み
♪

《入館料》

身体障害者手帳・療育手帳・

精神障害者保健福祉手帳の

交付を受けている方とその

付添者 1名は無料
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09 自立支援医療(精神通院医療)とは
（2024 静岡市精神保健福祉のしおり P9 ～ 11 参照） （2024 静岡市精神保健福祉のしおりＰ 15 参照）

　精神的な疾患があり、継続して精神医療を必要とする方に対し、精神通院にか

かる医療費の自己負担分が原則 1割に軽減されます。

　また、所得等に応じて、月額自己負担上限額（0円、2,500 円、5,000 円、10,000 円、

20,000 円、上限なし）が定められます。

※	 受診する医療機関と薬の処方を受ける薬局を登録する必要があります。登録

した医療機関と薬局の医療費のみが１割負担への軽減対象となります。

成人になると、薬代が 1か月数万円になることもあると聞き、申請しました。一

割負担で済むので大変助かります。(本人、家族 )

申請方法

　自立支援医療（精神通院）用診断書を主治医に作成を依頼し、居住地の区

役所にて申請します。手続きには、診断書の他にマイナ保険証や資格確認書

等健康保険の加入資格がわかるもの（2024 年 12 月 2 日より適用）・個人番

号カード（通知カード）等が必要です。（詳しくは各区障害者支援課にお問

い合せ下さい。）

※	 自立支援医療（受給者証）の有効期間は 1年間です。診断書は原則２年

に１回提出してください。

※	 病状や保険証の変更などがあった場合は、再度手続きが必要です。申請

窓口は各区福祉事務所障害者支援課 (P.34) です。

10 障害年金とは

　障害年金は、病気やけがによって日常生活や就労が困難になるなど、一定の障

害状態にある場合に請求できます。

 障害年金には、「障害基礎年金」「障害厚生年金」があり、病気やけがで初めて

医師の診療を受けたとき（初診日）に国民年金に加入していた場合は「障害基礎

年金」、厚生年金保険に加入していた場合は「障害厚生年金」が請求出来ます。

　「障害基礎年金」については、各区役所保険年金課へ、「障害厚生年金」につい

ては、年金事務所または街角の年金相談センター静岡へご相談ください。

※　障害年金の受給には、日本年金機構による審査があります。

受給要件

①	 障害の原因となった病気やケガの初診日が次のいずれかの間にあること。

〈障害基礎年金〉

・	 国民年金加入期間

・	 20 歳前または日本国内に住んでいる 60 歳以上 65 歳未満の方で年金制

度に加入していない期間

※	 老齢基礎年金を繰り上げて受給している方を除きます。

〈障害厚生年金〉　　　　　　　　　

・	 厚生年金保険の被保険者期間

②	 初診日の前日において、保険料の納付用件を満たしていること。

※	 20 歳前の年金制度に加入していない期間に初診日がある場合は、保険料の

納付要件がありません。

③　障害の状態が、障害認定日（初診日から1年6ヵ月経過した日、または1年6ヵ

月以内に症状が固定した日で、この日が 20 歳前なら 20 歳に達した日）にお

いて、法令により定められている状態にあるとき。

※	 精神障害者保健福祉手帳と障害年金の等級は異なるため、精神障害者保健

福祉手帳を受けられていても、障害年金を受給できる障害状態に該当しな

いこともあります。

年金額（令和 6年 4月現在）

〈障害基礎年金〉

1級：1,020,000 円（年額）

2級：816,000 円（年額）

〈障害厚生年金〉

年金事務所または街角の年金相談センター静岡へお問い合わせください。
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い合わせ先お問

申請窓口・お問い合わせ先

（相談内容によって、日本年金機構をご案内する場合があります。）

名称・場所 電話番号 開所時間

静岡市役所

葵区役所保険年金課 054-221-1065

平日 8時 30 分

～ 17 時 15 分
駿河区役所保険年金課 054-287-8624

清水区役所保険年金課 054-354-2134

日本年金機構

静岡年金事務所

駿河区中田 2-7-5

054-203-3707

（自動音声案内サービ

ス付き）
月曜から金曜 8時

30 分～ 17 時 15 分

週初の開所日

8時 30 分～ 19 時

第２土曜：

9時 30 分～ 16 時

清水年金事務所

清水区巴町 4-1

054-353-2233

（自動音声案内サービ

ス付き）

街角の年金相談センター静岡

駿河区南町 18-1

サウスポット静岡 2F

※電話相談は受け付

けておりませんので、

直接ご相談ください。

ねんきんダイヤル

0570-05-1165

※ 050 から始まる番号からは 03-6700-1165

（月曜日：8時 30 分～ 19 時

火～金曜日：8時 30 分～ 17 時 15 分

第 2土曜日：9時 30 分～ 16 時

※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所

日初日に 19 時まで相談受付）

下記体験談は、個人の経験をもとに作成しております。全ての方に当てはまるわけではあ

りませんので、申請等でお困りの際は窓口にご相談ください。

申請書類を書くのが大変でしたが、窓口の方に記入方法を確認しながら作成しま

した。(本人、家族 )

初診日が 3 歳の頃でしかも県外だったので、「初診日を証明するもの」が見つか

るのか不安でしたが、現在の主治医に転院した時に以前の主治医からの紹介状が

あったので、その紹介状の内容で証明できて良かったです。(家族 )

小さい頃に診断を受けたらしいのですが、どこの病院なのかわからなかったので、

成人してから改めて精神科を受診し、主治医から診断を受け、その初診日から 1

年半たって障害認定され、やっと申請できました。(本人 )

病歴を書くときに、母子手帳を見ないとわからないことが多かったです。静岡市

で発行している「サポートファイル」（※）にまとめておけば楽だったかなと思

いました。(家族 )

※サポートファイルとは…

ご本人が子どものときから大人になってもライフステージで途切れることなく、たくさん

の方から支援を受けられることを目的に、ご本人と保護者の方が支援機関と情報を共有す

るためのファイルです。きらり HP からダウンロードできます。

https://www.shssc.jp/about/supportfiles.html
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11 成年後見制度とは

　疾病や障害等により、判断能力が不十分な方を、法律面で支援する制度です。

成年後見制度は、本人の心身や生活の状況に配慮しながら、本人に代わって資産

や年金などの財産を管理したり、障害福祉サービス、介護保険サービスなどの必

要な契約を結んだりすることにより、判断能力が十分でない方を保護し、支援す

る制度です。

　「法定後見制度」と「任意後見制度」の 2種類があります。

　「法定後見制度」は「認知症や精神障害、知的障害等によって金銭管理や物事

を判断する能力が十分でない方」、「任意後見制度」は「将来、判断能力が不十分

になった場合に備えておきたい方」が利用できます。

(以下、「2024 静岡市精神保健福祉のしおり」p40 ～ 41 参照）

法定後見制度

　判断能力が十分でなくなってから、家庭裁判所によって選ばれる本人の権

利を守る援助者（成年後見人等）が本人に代わって財産管理や必要な契約を

結んだり、悪徳商法などの契約を取り消すことなどにより本人を法律的に支

援する制度です。法定後見制度は、判断能力の度合によって、次の３つに区

分され、本人の判断能力に見合った制度を利用できるようになっています。

後見：判断能力が欠けているのが通常の状態の場合

(例：日常的に必要な買い物も自分でできない )

保佐：判断能力が著しく不十分な場合

(例：日常的に必要な買い物はできるが、重要な財産行為はできない )

補助：判断能力が不十分な場合

（例：重要な財産行為は、誰かに援助してもらったほうがいい）

※　後見人等は、本人に代わって契約の締結、財産管理の役割を持ちます。

※　成年後見制度では、後見人等が本人に代わって身分関係の行為（婚姻、養子縁組など）

をすることはできません。

任意後見制度

　任意後見制度は、本人に十分な判断能力があるうちに、将来、判断能力が

不十分な状態になった場合に備えて、あらかじめ自らが選んだ代理人（任意

後見人）に、自分の生活、療養看護や財産管理に関する事務について代理権

を与える契約（任意後見契約）を公証人の作成する公正証書によって結んで

おくものです。

い合わせ先お問

成年後見の利用等に

ついて

静岡市成年後見支援センター (静岡市 )

（委託先）静岡市社会福祉協議会(平日 9時～ 17時 )

葵区城内町 1-1　静岡市中央福祉センター２階

電話：054-275-0955

成年後見の申立ての

手続きについて

静岡家庭裁判所

葵区城内町 1-20

電話：054-273-8773

任意後見制度に

ついて

静岡公証人合同役場

葵区追手町 2-12　安藤ハザマビル 3階

電話：054-252-8988

参考資料：厚生労働省　「成年後見制度についてよくわかるパンフレット」

https://guardianship.mhlw.go.jp/common/pdf/seinen_pamphlet.pdf

静岡市社会福祉協議会 HP「静岡市成年後見支援センターパンフレット」

https://www.shizuoka-shakyo.or.jp/pdf/activity/consultation7_2405.pdf



第
３
章　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
に
つ
い
て

555454

12 日常生活自立支援事業

　「日常生活自立支援事業」とは、社会福祉協議会に登録された生活支援員が、

日常生活に不安がある人や、判断能力が十分でない利用者本人に対して、福祉サー

ビスの利用手続きの援助や日常的な金銭管理などの支援を行う事業です。

　認知症の高齢者や知的障害・精神障害などのために判断能力が不十分な方が多

く利用されているサービスですが、発達障害の方も利用できる場合があります。

※　成年後見人等がついている方は利用できません。

サービス内容

•	 福祉サービスを利用するための情報提供や利用手続きをお手伝いします。

•	 公共料金の支払いや年金の受領確認、預金の出し入れ、生活に必要な利用料

などの支払い手続きを行います。

•	 保管を希望される通帳や印鑑、証書など大切な書類をお預かりします。

•	 支援計画に沿って定期的に訪問し生活状況を見守ります。

※　相談は無料です。契約によるサービス提供は有料です。

参考資料：静岡市社会福祉協議会 HP「日常生活自立支援事業パンフレット」

https://www.shizuoka-shakyo.or.jp//pdf/activity/consultation5_2309.pdf

い合わせ先お問

葵区：静岡市社会福祉協議会　地域福祉推進課（権利擁護係）

葵区城内町 1-1　静岡中央福祉センター内　電話：054-273-8090

13 その他のサービス

訪問看護

　医師の指示により、利用できるものです。高齢者が使うイメージが強いか

もしれませんが、例えば「1 人暮らしで、服薬管理ができない」など、医師

が必要だと判断すれば、必要に応じて利用できます。看護師等の専門職が自

宅に訪問して、健康管理（血圧などの測定、薬のチェックなど）や相談に応

じます。利用したい場合は主治医にご相談ください。

自立支援医療（精神通院医療）が利用できます。

精神科デイケア

　医師の指示により、利用できるものです。

　「精神科に入院して、退院したがすぐに働いたり外部の活動には参加しに

くい」「生活リズムを整えたい」「ほかの人と交流したい」などの目的で利用

されます。精神科に併設されていて、原則「その精神科に通院している人」

のみ利用できます。

　利用については、主治医にご相談ください。

　自立支援医療（精神通院医療）が利用できます。
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14 将来を見据えて～親ができること～

　「診断がついた子は、自分たち親がいなくなったらどうなるのか」という質問

をよくいただきます。結論から言うと、「親御さんが亡くなっても、支援者とつ

ながっていれば何とかなる」です。ただ、ご本人が「親以外の支援者からのサポー

トを受け入れる力」が重要です。

　サポートを受け入れる力が土台にあると、「親が現在、本人をサポートしてい

る部分を福祉等の制度で補うことができるか」を考えられるようになります。親

のサポートしている部分が多い場合には、複数の制度を組み合わせて補う必要が

あります。

　本人の自立した生活に必要なスキル等について、具体的なものを挙げてみま

しょう。

①	 時間管理スキル（生活リズムを整え、起床や就寝なども含む）

②	 金銭管理スキル

③	 家事スキル

④	 清潔保持・健康管理スキル

⑤	 社会常識

⑥	 自分を守る力（ＳＮＳ等のトラブルも含む）

⑦	 意思決定能力

⑧	 援助希求力（自分から他者に協力や助けを求める力）

　親が元気なうちに「うちの子は①～⑧のスキルが育っているか」「こういう場

合はどうするか」をよく考え、本人や親族、支援者等と話し合っておくことが重

要です。

　次にあげる 2つの架空事例は、実際の相談でよく聞く話をまとめて構成したも

のです。

【架空事例①】

＜知的障害があり、グループホームに入居されている方（成年後見人付）＞

　グループホームの種別：外部サービス利用型

　父母は健在だが、両親に何かがあった際のために早めにグループホームへ入所

し慣れるための取り組みを行っている。週末は自宅へ帰り、父母と外出・外食な

どをする。日曜日の夕方にグループホームへ戻る。

　社会福祉協議会の日常生活自立支援事業を利用している。

　本人の定期受診、美容院へ出かける際には、移動支援を利用している。（体調

不良時は職員が同行する。）

　日中は就労継続支援Ｂ型事業所へ通っている。昼食は通所先の事業所近くのお

店で購入して食べる。

　障害年金 2級を受給しており、グループホームの家賃等は障害年金の受給額で

支払いができている。

　日常生活自立支援事業を利用し、本人の障害年金の振込先口座の預金通帳と銀

行印を管理してもらい、本人のグループホームの利用料の払込み代行・本人の 1ヵ

月分のお小遣いを毎月届けてもらっている。

　本人は就労継続支援Ｂ型事業所の工賃を貯めてプラモデル作りの趣味を楽しん

でいる。

両親が元気なうちから、グループホームを利用したりいろいろな福祉サービスを使っ

て「親がやってあげなくても誰かの助けを借りながら自立できる状態」を作っておく

のは良いですね。

【架空事例②】

＜自閉症スペクトラム障害とうつ病の既往歴があり、自宅で生活されている方＞

　大学時代に友人とのコミュニケーションに違和感を抱き、精神科を受診し自閉

スペクトラム障害の診断を受けた。大学在学中に両親が不慮の事故で他界。両親

の生命保険金で相続税を払い、持ち家を相続した。大学卒業後に企業へ就職した

が、仕事のスケジュール管理ができず定時を過ぎても仕事を過度に続けてしまい、

抑うつ状態となり休職した。その際に精神科を受診して自閉スペクトラム症の診

断を受けた。復職訓練をしたが、うつ状態が回復せずに退職となった。うつ状態

により、家事を行うことができなくなったため、在宅介護（家事援助）を利用し

始めた。服薬が安定しなかったため、精神科の主治医から訪問看護の利用を提案

され、服薬管理等を行った。その後、うつ病が寛解状態となり、障害者雇用で再

就職した。

　うつ病は寛解し就労しているが、仕事で疲れてしまい、家事を行うまでは難し

いため家事援助を継続している。再就職して間もないため、訪問看護にて服薬状

況、うつ病の予後の経過観察を行っている。
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「抑うつ状態になるほど仕事を過度に続けてしまう」のが「発達障害あるあるだな」

と思いました。うちの子も小学校の時学校ではトイレに行かなかったり、疲れて眠い

のに「漢字がうまく書けない（眠いからさらに間違える、の悪循環・・・）」と夜中

まで泣きながら宿題をやっていました。こういうケースになりそうで怖いです。就職

まではまだ時間がありますが、「とにかく困ってるって言えば周りの人が助けてくれ

るよ」と伝えていこうと思います。

＜心身障害者扶養共済制度＞

( 静岡市障がい者 (児 )福祉のしおり P.15 参照 )

　障がいのある方を扶養している保護者が、自らの生存中に毎月一定の掛金

を納めることにより、保護者に万一（死亡・重度障がい）のことがあった時、

障がいのある方に終身一定額の年金を支給します。

積み立て制度ではありません。

・	 加入できる保護者：	  65 歳未満で特別の疾病のない方

・	 対象となる障がい者：

	 ａ．知的障がいのある方 全部

	 ｂ．身体障がいのある方 １級～３級

	 ｃ．精神又は身体に障がいのある方で、上記と同程度と認められる方

・	 加入期間等

加入者（保護者）の年齢に応じ、毎月の掛金が 1 口あたり 9,300 円～

23,300 円かかります。なお、この制度には２口まで加入することがで

きます。

掛金の納付期間は、要件①または要件②の内、長い方の期間となります。

要件①：加入日から 20 年

要件②：加入者（保護者）が４月１日時点で満 65 歳である年度の加入

応当日の前日までの期間

年金給付額は１口につき月２万円です。

申請窓口は各区福祉事務所障害者支援課 (P.34) です。

15 その他の支援機関について

い合わせ先お問

静岡市発達障害者支援センター「きらり」

自閉症などの発達障害のある方やその保護者等に対して、専門職員が相談に

応じています。※診察・検査・訓練・事業所や職業のあっせん等は行ってい

ません。

場　　所：駿河区曲金 5-3-30 静岡医療福祉センター４階

開所時間：平日 8時 30 分～ 17 時（祝日・年末年始を除く）

電　　話：054-285-1124

子ども若者相談センター

おおむね 39 歳までの子ども・若者に関する相談を行っています。

場　　所：葵区追手町 5番 1号　静岡庁舎本館１階

開所時間：平日 8時 30 分～ 17 時 15 分（祝日・年末年始を除く）

電　　話：054-221-1314

静岡市障害者歯科保健センター

　地域の歯科医院では治療が難しい障がいのある方の歯科診療や事業所等へ

の訪問歯科保健活動のほか、歯や口のこと・食べ方のことに関する相談など

を行っています。

場　　所： 葵区城東町 24-1 城東保健福祉エリア

開所時間：火曜～土曜 8 時 30 分～ 17 時 15 分（祝日・年末年始を除く）

電　　話：054-249-3147

※　お近くの歯科医院で気軽に受診していただけるように作成された、「静岡市障害歯科登

録医一覧」もあります。

（https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/3305/tourokui.pdf）もありま

す。
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静岡市ひきこもり地域支援センター「Dan Dan （だんだん）しずおか」

　ひきこもりで悩んでいる人やそのご家族を対象とした相談等の支援を行っ

ています。

対象者：市内在住者で、ひきこもりで悩んでいる人やその家族など

（中学校卒業以降 16 歳から 64 歳までの、自宅・自室から出られない、人と

会うのが苦手などで、社会参加ができない状態が続いて悩んでいる人）

場　　所：駿河区南八幡町 3番 1号　静岡市立南部図書館 2階

開所時間：火曜～土曜　9時～ 17 時（祝日・年末年始を除く）

電　　話：054-260-7755

地域包括支援センター

　高齢者の方の介護・福祉・医療・健康など様々な相談に応じる総合的な相

談支援の窓口です。お住まいの地域を担当する地域包括支援センターは、こ

ちらの一覧からご確認ください。

静岡市「地域包括支援センター一覧表」

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s4523/s002758.html

委託相談支援事業所

　各区に設置された相談機関にて、障がいのある方や関係者からの各種相談

に応じます。詳細は静岡市 HP「障がいのある人・子どものための相談窓口

のご案内」(https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/2866/000924949.

pdf) をご確認ください。

障害者相談支援推進事業／障害者虐待防止センター事業　(委託先：静

岡市障害者協会 )

障がいのある人・子どもが安心して地域で暮らせるよう、人権擁護・差別解

消・障害者虐待（障害児通所支援）に関する相談に応じます。

場　　所：葵区城内町 1-1

開所時間：平日 9時～ 17 時（祝日・年末年始を除く）

電　　話：人権擁護・差別解消　054-275-1816

	 障害者虐待通報　054-266-7719（時間外：080 － 4759 － 2472）

	 虐待通報は 24 時間・365 日対応します。
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1
大学在学中　20代男性
家族からの話

＜小さい頃の様子＞

　息子は、以前アスペルガーと言われていた自閉スペクトラム症です。現在 21

歳で大学 3年生、東京に一人暮らしをしております。

　幼少の頃は、一人遊びが主で、寝付きが悪く、お喋りで、起きている間ずっと

うるさかったです。同じ事で何度も怒られ続けていました。しまじろうが好きで、

かなり利用してました。教育テレビも好きでした。外に行くとすぐどこかに行っ

てしまい迷子になるので、探す時間のほうが主でした。幼稚園に入る前に診断を

受けています。

　幼稚園は、モンテソーリ教育でしたので、先生方に温かく接してもらい絵を描

いたり、音楽を楽しんだり、「お仕事」という一人で行う作業をして過ごしました。

家では父親と私に怒られっぱなしでしたが、幼稚園で癒やされて、落ち着いていっ

た感じです。園では集団行動ができず、着替えも難しく、遊び時間に一人で砂遊

びをし、他の子、特に男の子とは遊ばなかったです。男の子は乱暴なので、怖かっ

たそうです。テレビで、ヒーロー物は特に見せておらず、ヒーローごっこをいじ

めだと思ったと後から教えてくれました。

　小学生では友達とうまく行かず悩んでいましたが、通級指導教室でスキルを学

び、理解ある同級生や先生に、自己認識と自己肯定感を育ててもらったと思って

います。成績も良く、同級生からはよく怒られたり、変なことはするが、頭はい

いと理解されていたようです。私は先生をはじめ、生徒たちにも理解してもらお

うとよく学校に通って話をさせてもらってました。女の子とは放課後も家に呼ん

で遊んでました。後半になると男の子と遊ぶようになり、ゲームがたくさんあっ

たので、家でゲームをすることが多かったです。他所の家に行くことは殆どなかっ

たです。理科系が大好きで宇宙に関しては専門に話をしてくれる家庭教師を雇っ

たこともありました。スティーヴン・ホーキングの小説が大好きで、かなり厚い

本でしたが、寝る前によく読まされていました。また、博物館、科学館、JAXA

も好きでよく連れて行きました。その後、鉱石に興味が向き、石の研究をしたり、

地学会へ参加したりしてました。

　中学受験して宿題のない学校に入りましたので、助かりました。合格してすぐ

に面談し、特性の話をしていましたので、好きな理科の先生や担任の先生にも良

くしていただきました。この頃、とてもおしゃべりだった息子が急に寡黙になり

ました。自分が喋ると同級生を怒らせるので、しゃべらなくなったと後から聞き

ました。夫の発病、義母と夫の永眠と義父の介護があり、息子をほとんど見れて

いなかった時期でもあります。友人はなく、引っ越したこともあり、小学校の友

人と会うこともなく、時間などの制限を設けてはなかったので、パソコンにばか

り向かっていました。

　高校は私立に入学しました。カミングアウトは嫌だと言っていたため、面談な

ども行ってませんでした。しかし、クラスに馴染めず、いじめにもあい、すぐに

学校に行きたくなくなってしまいました。夏休みには「もう行けそうにない」と

言っていました。私は息子が高校に入学した後も、行けなくなった場合に備え情

報収集はしていましたので、息子の発言を受け、他の学校に行くという選択肢も

あると提案しました。2 年からは県立の単位制高校へ転校することになり、1 年

の時に決めた大学へ受験するべく、高校卒業の資格さえ (単位さえ )取れれば良

いというハードルを下げた形を取りました。お陰で、好きな事を好きなだけでき

る環境の中、イラストや写真、ビデオ、映像加工を行い、それをネットで売る事

を始められました。今ではそれが収入源となり、仕送りも不要となっています。

中学の時にサラリーマンにはなれそうもないので、仕事にできそうなイラストや

デザイン等の素材を売る仕事をやろうと思ったと後から聞きました。

＜高校までに受けていた支援＞

　幼稚園の頃、他県にいて療育支援に半年、小学校では発達障害者支援センター

に相談と通級教室の利用、中学では静大の相談室に通っており、スキルを学びま

した。

＜大学生活（生活面も含む）でうまくいっていること、困ったこと＞

　大学生活のスタートは、コロナと同時でしたので、いきなり一人きりの生活が

スタートし、大学はリモートオンリーでした。引っ越しの時に荷解き、行政の手

続きは一人ではハードルが高すぎと一緒に済ませました。いまでも、行政の手続

きや銀行、携帯の手続きは出向いています。国民健康保険や国民年金などの支払

いも封も開けずの状態で、行くたびに探し出して払わさしております。

　食事については、家でラーメンなどを自分で作っていましたので、ラーメンと

パスタや、ご飯を炊いて簡単な物など、自分で作っているようです。Uber Eats

も頼むようになっています。

　掃除関連については、一人暮らしスタートの 2ヶ月後やっと訪ねてみると、部
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屋は悲惨で、排水口がつまり、ゴミが散乱し、鍋やフライパンは汚れたままでし

た。排水口にゴミカゴがついているのを知らなかったことには驚きました。部屋

の片付けができないのは、昔からのことなので、この先も片付けられるようにな

るとは思っていません。今では、２、3か月に一度は息子から「そろそろ来ない？」

と連絡があるので、出向いて、台所やトイレは掃除しに行きます。前よりは良く

なっています。

　はじめの頃は、夜中にゴキブリが出た、洗濯の仕方、鍵をなくした等、電話や

ラインで連絡が何度かあり、その都度、対応策を伝えてました。一度、夜中の 2

時に連絡があり、鍵をなくしたので、同じ建物内に住んでる大家のとこに行くと

いうので、慌てて、絶対行かないように伝えて、車で鍵を届けに行ったことがあ

ります。昼間に鍵をなくしたときに大家のとこに行くようアドバイスしたのです

が、夜中はだめとは思わないようです。その後は、ドアの外にわからないよう鍵

を隠す様にしましたが、今では、無くさずにいられるようです。

　一昨年、自分ひとりで、心療内科へかかり、去年は手帳を申請し発行してもらっ

たそうです。心療内科からの要望で、サポートノートを写メで送ったり、過去の

話を聞いてきたりしていました。自分に必要と理解したことについては、努力す

るようです。

＜大学でしてもらっている支援＞

　特に入学時にカミングアウトもせず支援も受けておりませんが、３年になり、

ゼミに入ろうとしたら、必須科目が取れていないため、入れないとなり、初めて、

発達障害のことを含め、大学に相談したそうです。リモートでも起きれずに出れ

ず、また、興味のない授業に出ていなかったため、リスクがあることをやっと理

解したようです。単位は取れないが、ゼミへの参加を認めてもらったそうです。

＜家庭で気を付けていること＞

　一人暮らしで心配は山ほどありますが、「中学からは一人の人として、その人

の人生を歩ませてあげるべき」と恩師の言葉を胸に「構いすぎない、助けてと言

う前に助けない、本人に選ばせる」を実行するべく努力中です。

2
40代　男性　金融関係勤務

＜小さい頃の様子＞

•	親が具体的に ( 自分の発達のことで ) 指摘を受けたかは確認していない。

自分自身としては、何かに没頭しやすかった。授業中は教科書に絵を描い

ていたり、反対に集中しすぎたりして先生に怒られることがあった。

＜診断のきっかけ＞

•	発達障害を疑ったきっかけは、学生時代から周囲と違うとは感じてきたが、

社会人になって仕事をしていて周囲と仕事のスピード感が違う、遅いし周

囲のミスがとても少ない（自分は多い）と気づいた。

•	人間関係にも悩んだ。指摘はされなかったが、あとから聞くと陰口などを

言われていたそうで「あいつは知恵遅れ」といった言葉だったよう。それ

でいろいろと調べて発達障害の本に当たった。

＜診断後のこと＞

•	検査（WAIS）を受けて、自閉スペクトラム症（ASD）傾向を医師から診断

された。１回目の WAIS 検査は５年前、しかし数値があいまいとのことで

診断が出なかった。あらためて３年前に病院を変えて診断を受けた。

•	診断を受けて心境の変化があった。受けて良かったと思う。客観的に自分

の得意不得意が分かり、仕事の得意不得意の理解にもつなげられた。

•	診断後に両親に話をした。母親は納得してくれた。父親は誰にでもあるこ

とという感じであった。

•	診断後に職務は変更してもらい、働きやすくなった。

•	診断後に上司に ASD 傾向と得意不得意を話した。その時に職務を変える前

からサポートしてくれるようになった。診断書の提出は求められなかった

が、自分から WAIS の結果を見てもらった。

•	会社では社員が年に 1 回保健師さんへの面談機会があり、保健師さんに

ASD 傾向のことを話した。その時に、会社内でも他にも配慮を受けている

人がいるらしいと知った。
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•	生活上の苦手さは感じない。仕事上では、同じ職場の人との関係の難しさ

を感じる。意図の伝わりにくさ。１０歳年上の方との関係が難しい。ASD

の特性である「こうしましょう」からはずれることをされると、精神的に

不安定になる。

•	病院は服薬がないため定期通院なし。何かあれば来て下さい、になってい

る。

•	支援を受ける時に嫌だったことは、自分からお願いすることが多いため、

あまりない。

•	職場では身近な上司と同僚には障害をオープンにしているが、会社自体へ

はクローズに近い状況で働いている。

＜当事者や家族へのメッセージ＞

•	当事者には自己分析と自己開示を大切にしてほしい。

•	支援者には「こうあるべき」という価値観ではなく、当事者と話し合って

決めてほしい。

40代　一般企業勤務

< 小さい頃の様子＞

•	小１の時に不登校になったことを鮮明に覚えている。周囲や先生を含めた

場面の記憶がある。この苦手な先生の授業をじっと座って聞くのは「無理」

だと思った。小２から無理やり登校させられる感じで学校に行けるように

なった。

< 診断について＞

•	診断名は ADHD と ASD。ADHD が強いタイプ。

•	診断は６，７年前。きっかけは仕事と生活の面で迷って、精神科でうつの

診断を受けた。そのころに発達障害の話題を耳にするようになりはじめて、

うつで通院している同じ医師に相談をして検査を受け、ADHD と ASD の診

断となった。

•	ADHD と分かってほっとした。WAIS の点数は思ったより高く混乱した。な

んで仕事ができないのだろうと思った。WAIS では WMI は 100 だったが点

数の低いものがあった。

•	特性として知覚統合とワーキングメモリが相対的に弱く、初見のことが苦

手＋いっぱいいっぱいになりがち。

•	診断を受けた時は、自分のことが分かった気になったが、今は「少しずつ

自分のことが分かり始めている」と感じる。

•	「自分は発達障害」というのが常に意識にあり、アイデンティティのよう

になってしまい、変に拗らせている状態。

•	診断のことを家族には伝えたが、ピンときていない感じ。両親とも発達障

害ではないかと思っている。

< 仕事について＞

•	転職を何度かした。今の会社は障害をオープンにして障害者雇用の嘱託契

約フルタイムでスタートした。３年後くらいに一般正社員に切り替えに

なった。
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•	職場で受けている具体的な配慮については、指示は口頭からメモにしても

らったくらい。入社したころは人手不足で配慮どころではなかった職場環

境であった。障害をオープンにしているが、会社でどこの人まで知られて

いるかは不明。

•	コミュニケーションは苦手なので、職場では浮いている気がする。周囲か

ら浮いていると評価らしきものをされたことはない。

•	職場で障害をオープンにすることで、求められるハードルが下がったのは

大きい支援だと思う。仕事では得意なこともあるので、そこで頑張ってい

る感じ。

•	資格試験などは得意に感じる。得意な分野で会社に貢献すべく、他部署の

業務上有資格者が必要な国家資格を取得した。

•	仕事以外で困ることは、部屋が散らかる。仕事の忙しさに比例してきたな

くなる。人間関係もうまくできていないと感じる。定型の人みたいなコミュ

ニケーションは無理だと思いこもりがちになる

＜当事者や家族へのメッセージ＞

•	総務で働いているが、自分と同時期に障害者雇用で採用された同僚は、特

別支援学校卒業後そのまま入社している。自分のように迷走している期間

が無いため、「うまく生きている」と感じる。自分は障害者雇用に切り替

えてから人生が安定した。ハンデがある人間にはそれなりの生きやすい

ルートや「型」があると思う。無理して自分の道を切り開くような生き方

をするより、そちらに合わせてしまった方が良いと思う。

連絡先一覧

就労について相談できる支援機関

名称 内容
電話

() は開所時間
住所

しずおかジョブ　　　　　　　　

ステーション中部

相談から就職まで一貫した

支援を行います

（就職相談 ・ キャリアカウン

セリング等）

054-284-0027

（平日 9 時～ 17 時）

駿河区南町 14-1 水の森

ビル 3 階 

静岡県中部県民生活セン

ター内

静岡地域若者

サポートステーショ

ン ( 静岡サポステ )

「働きたいけど働けない」 若

者の気持ちに寄り添い、 職

探しから職場定着まで幅広

いサポートを行います。

054-351-7555

（火～土 10 時～ 17

時）

清水区島崎町 223　　

清水テルサ 2F

ハローワーク静岡

障害をオープンにして仕事

探しをする場合には、 ハロー

ワークの専門窓口での登録

が必要です。

障害者のある方向けの窓口

では障害に理解のある専門

の相談員を配置しています。

専門性をいかして、 丁寧に

向き合い就職から職場定着

まで一貫した支援を行いま

す。

就職に向けて履歴書の書き

方支援や、 模擬面接など障

害の特性に合わせきめ細か

な支援を行います。

054-238-8609

※自動音声案内 ・ 初め

ての方は１＃

（平日 8 時 30 分～

17 時 15 分）

駿河区西島２３５－１

ハローワーク清水

０５４－３５１－８６０９

※自動音声案内 ・ 初め

ての方は１＃

（平日 8 時 30 分～

17 時 15 分）

清水区松原町２－１５　

清水合同庁舎 1 階

ハローワーク

プラザ静岡

054-250-8609

（開所時間は P.23

参照 )

葵区追手町 5-4　

アーバンネット静岡

追手町ビル 1 階

静岡障害者職業

センター

ハローワークと連携して障害

者の就労支援を行っていま

す。

利用にあたってはまず 「利

用説明会」 への参加が必要

です。

054-652-3322

（平日 8 時 45 分～

17 時）

葵区黒金町５９－６ 

大同生命静岡ビル７F
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名称 内容
電話

() は開所時間
住所

就労移行支援

事業所

就職に必要なスキルの習得

と社会的マナー、 感情コント

ロールなどの知識を学ぶ支

援機関です。 就労に関する

相談から適性評価、 履歴書

の書き方など就労に関して

必要になるさまざまな支援

を行います。

主に一般企業の障害者雇用

での就労を目指します。

「障害者総合支援法」 に基づ

く就労支援サービスのひと

つで、 利用にあたっては受

給者証が必要です。

利用できるのは原則 18 歳

～ 64 歳までで、 最大 2 年

間利用できます。

【連絡先は、 事業所ごとに異なります】

静岡市ホームページ内「障害福祉サービス事業所・

障害者支援施設等の紹介」 → 「市内障害福祉関

連事業所一覧」 をご覧ください。

サービス利用にあたっては、 「サービス等利用計

画」 の作成が必要となり、 「指定特定相談支援事

業者」 との契約も必要となります。 受給者証の発

行には、 所定の手続きが必要です。

手続きについては各福祉事務所 障害者支援課

（P.34） にお問い合わせください。

就労継続支援

A 型 ・ B 型事業所

「障害者総合支援法」 に基づ

く就労支援サービスのひと

つで、 利用にあたっては受

給者証が必要です。

利用できるのは原則 18 歳

～ 64 歳までです。

ハローワークに求人票が出

るため、 実際に働く事業所

を探すにはハローワークの障

害者相談窓口に問い合わせ、

ハローワークを通じて応募し

てください。

【連絡先は、 事業所ごとに異なります】

市内の事業所は静岡市ホームページ内 「障害福

祉サービス事業所 ・ 障害者支援施設等の紹介」

→ 「市内障害福祉関連事業所一覧」 に掲載され

ています。

利用にあたり 「指定特定相談支援事業所」 と契

約して 「サービス等利用計画」 を作成してもらう

など、 所定の手続きが必要です。

手続きについては各福祉事務所 障害者支援課

（P.34） にお問い合わせください。

指定特定相談

支援事業所

障害福祉サービスを利用す

るのに必要な 「サービス等

利用計画案」 を作成してく

れるところです。

【連絡先は　事業所ごとに異なります】

静岡市 HP　「障害福祉サービス事業所 ・ 障害者

支援施設等の紹介」

(https://www.city.shizuoka.lg.jp/

s5498/s002810.html)中の

「市内障害福祉関連事業所一覧（Excel ファイル）」

内の 「静岡市 - 相談」 のタブ

※数か月に一度更新されます

手続きについては各福祉事務所 障害者支援課

（P.34） にお問い合わせください。

名称 内容
電話

() は開所時間
住所

障害者就業 ・ 生活

支援センター

さつき

障害者の身近な地域におい

て就業面及び生活面におけ

る一体的な支援を行い、 障

害者の雇用の促進及び安定

を図ることを目的としていま

す。

０５４－２７７－３０１９

（平日９時～１７時 ・ 土

日祝日、 夜間は留守番

電話にて対応）

葵区慈悲尾１８０

障害福祉サービスや制度について相談できる機関

名称 内容
電話

() は開所時間
住所

各福祉事務所 障害

者支援課

・ 障害福祉サービスの利用

申請

・ 障害者手帳の申請

・ 移動支援の申請

・ 自立支援医療の申請

等を行います。

葵 区 ： 

054-221-1589

（平日 8 時 30 分～

17 時 15 分）

葵区追手町 5-1

葵区役所 2 階

駿河区 ： 

054-287- ８６９０

（平日 8 時 30 分～

17 時 15 分）

駿河区南八幡町 10-40　

駿河区役所 1 階

清水区 ： 

054-354-2168

（平日 8 時 30 分～

17 時 15 分）

清水区旭町 6-8

清水区役所 1 階

蒲原出張所 福祉係 ：

054-385-7790

（平日 8 時 30 分～

17 時 15 分）

蒲原支所 1 階

静岡市児童相談所

18 歳未満の障がいのある

児童の養育や施設入所等の

相談、 療育手帳の交付決定

に対応する機関です。

054-275-2871	

（平日 8 時 30 分～

１7 時 15 分

※祝日・年末年始を除く）

静岡市葵区堤町 914 番

地の 417

地域リハビリテー

ション推進センター

( リハ ・ パークしず

おか )

身体障害者手帳及び 18 歳

以上の療育手帳の交付決定

や、 補装具、 更生医療の判

定などを行う機関です。

054-249-3182

（平日 8 時 30 分～

17 時 15 分

※祝日・年末年始を除く）

静岡市葵区城東町 24 番

1 号　保健福祉複合棟　2

階
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名称 内容
電話

() は開所時間
住所

各区役所

保険年金課

国民年金 ・ 障害基礎年金に

ついての手続きや相談がで

きます。

葵区 ： 054-221-

1065 （平日 8 時 30

分～ 17 時 15 分）

葵区追手町 5-1

葵区役所 1 階

駿河区 ： 054-287-

8624 （平日 8 時 30

分～ 17 時 15 分）

駿河区南八幡町 10-40　

駿河区役所 2 階

清水区 ： 054-354-

2134 （平日 8 時 30

分～ 17 時 15 分）

清水区旭町 6-8

清水区役所 1 階

静岡年金事務所
公的年金に関する手続きが

可能です。

厚生年金保険等の届書等の

受付相談は静岡年金事務所

で行います。

※どこの居住区でも利用で

きます。

054-203-3707

（自動音声案内サービ

ス付き） ※開所時間は

(P.50) 参照

駿河区中田 2-7-5

清水年金事務所

054- ３５３- ２２３３

自動音声案内サービ

ス付き　※開所時間は

(P.50) 参照

清水区巴町 4-1

街角の年金相談セ

ンター静岡

年金の受け取りに関する手

続きや相談ができます。

※電話相談は受け付け

ておりませんので、 直

接ご相談ください。

駿河区南町 18-1　

サウスポット静岡 2 階

※開所時間 (P.50) 参

照

ねんきんダイヤル
障害年金についての一般的

なお問い合わせ

0570-05-1165

（050 から始まる番号からは 03-6700-1165）

※開所時間は (P.50) 参照

その他の相談機関

名称 内容
電話

（） は開所時間
住所

静岡市発達障害者

支援センター 「きら

り」

自閉症などの発達障害のあ

る方やその保護者等に対し

て、 専門職員が相談に応じ

ています。

※診察 ・ 検査 ・ 訓練 ・ 事

業所や職業のあっせん等は

行っていません。

054-285-1124

( 平日 8 時 30 分～

17 時※祝日 ・ 年末年

始を除く )

駿河区曲金５－３－３０　

静岡医療福祉センター 4

階

※電話でお話を伺った

後、 必要に応じて来所相

談や他機関をご案内しま

す。 予約なしの来所には

対応できません。

名称 内容
電話

（） は開所時間
住所

子ども若者相談セ

ンター

おおむね 39 歳までの子ど

も・若者に関する相談を行っ

ています。

054-221-1314

（平日 8 時 30 分～１７

時 15 分　※祝日 ・ 年

末年始を除く）

葵区追手町 5-1　静岡庁

舎本館 1 階

静岡市障害者歯科

保健センター

地域の歯科医院では治療が

難しい障がいのある方の歯

科診療や事業所等への訪問

歯科保健活動のほか、 歯や

口のこと ・ 食べ方のことに関

する相談などを行っていま

す。

054-249-3147

（火曜～土曜 8 時 30

分～１７時 15 分

※祝日 ・ 年末年始を除

く）

葵区城東町 24-1　城東

保健福祉エリア

静岡市ひきこもり

地域支援センター

「Dan Dan （だん

だん） しずおか」

市内在住の、 ひきこもりで

悩んでいる人やそのご家族

を対象とした相談等の支援

を行っています。

054-260-7755

（火曜～土曜 9 時～

17 時　※祝日 ・ 年末

年始を除く）

駿河区南八幡町 3-1　　

静岡市立南部図書館 2

階

地域包括支援セン

ター

高齢者の方の介護 ・ 福祉 ・

医療 ・ 健康など様々な相談

に応じる総合的な相談支援

の窓口です。

お住まいの地域を担当する地域包括支援センター

は、 こちらの一覧からご確認ください。

静岡市 HP 「地域包括支援センター一覧表」

(https://www.city.shizuoka.lg.jp/

documents/2738/000974966.pdf)

をご確認ください。

委託相談支援事業

所

各区に設置された相談機関

にて、 障がいのある方や関

係者からの各種相談に応じ

ます。

詳細は静岡市 HP 「障がいのある

人 ・ 子どものための相談窓口のご案内」

（https://www.city.shizuoka.lg.jp/

documents/2866/000924949.pdf）

をご確認ください。

障害者相談支援推

進事業 / 障害者虐

待防止センター事業

( 委託先 ： 静岡市障

害者協会 )

障がいのある人 ・ 子どもが

安心して地域で暮らせるよ

う、 人権擁護 ・ 差別解消 ・

障害者虐待 （障害児通所支

援） に関する相談に応じま

す。

人権擁護 ・ 差別解消

054-275-1816

障害者虐待通報

054-266-7719

（平日９時～ 17 時

※祝日 ・ 年末年始を除

く）

葵区城内町 1-1

虐待通報は 24 時間 ・

365 日対応

時間外 ： 080-4759-

2472



静岡市では毎年、「ペアレントメンター・地域サポーター養成研修」を行い、地域の相談活

動に派遣を行っています。

「ペアレントメンターになりたい」「ペアレントメンターに相談したい」「ペアレントメンター

を派遣してほしい」などのご希望がありましたら、静岡市発達障害者支援センター「きらり」

までご連絡ください。

このハンドブックはコピーフリーです。支援者が必要な部分のみ、コピーして支援にお使

いいただいても構いません。

書　　　名　：発達凸凹　にじいろハンドブック　～１８歳からの支援 ～

発行年月日　：令和 7年 3月 31 日

作　　　成　：「にじいろ子育てハンドブック」作成委員会

　　　　　　　（静岡市発達障害者支援センター「きらり」）

　　　　　　　（静岡市ペアレントメンター 一同）

お問い合わせ：静岡市発達障害者支援センター「きらり」

電　　　　話：054-285-1124

https://www.shssc.jp/

きらりＨＰはこちら↑
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